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【
器
名
】　

四
十
三
年

鼎
（
卌
三
年

鼎
）・
四
十
三
年
逑
鼎
・
四
十
三
年
독
鼎
・

四
十
三
年
徠
鼎
・
四
十
三
年
佐
鼎

【
時
代
】　

西
周
晩
期
（
宣
王
）

【
出
土
】

二
〇
〇
三
年
一
月
一
九
日
に
陝
西
省
眉
縣
馬
家
鎭
楊
家
村
の
窖
穴
か
ら
出
土
し

た
二
七
件
の
西
周
靑
銅
器
の
う
ち
の
鼎
で
、
十
器
が
あ
る
。
發
掘
の
顚
末
に
つ
い

て
は
、
本
誌
第
二
號
所
収
の
拙
稿
「
뎾
盤
」
で
す
で
に
記
し
た
の
で
、
そ
れ
を
參

照
さ
れ
た
い
。

【
所
藏
】　

陝
西
省
寶
鷄
靑
銅
器
博
物
館

【
著
錄
そ
の
一
―
圖
錄
・
出
土
状
況
】

①
陝
西
省
文
物
局
・
中
華
世
紀
壇
藝
術
館
編
『
盛
世
吉
金
―
陝
西
寶
鷄
眉
縣
靑
銅

器
窖
藏
』（
北
京
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）

②
陜
西
省
考
古
研
究
所 

・
寶
鷄
市
考
古
研
究
所
・
眉
縣
文
化
館
編
『
吉
金
鑄
華
章

―
寶
鷄
眉
縣
楊
家
村
單
氏
靑
銅
器
窖
藏
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）

【
著
錄
そ
の
二
―
發
掘
報
告
・
圖
錄
】

③
陝
西
省
考
古
研
究
所
・
寶
鷄
市
考
古
工
作
隊
・
聯
合
考
古
隊
・
眉
縣
文
化
館
「
陝

西
眉
縣
楊
家
村
西
周
靑
銅
器
窖
藏
」（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
三
期
）

④
陝
西
省
考
古
研
究
所
・
寶
鷄
市
考
古
工
作
隊
・
楊
家
村
聯
合
考
古
隊
・
眉
縣
文

化
館
「
陝
西
眉
縣
楊
家
村
西
周
靑
銅
器
窖
藏
發
掘
簡
報
」（『
文
物
』
二
〇
〇
三

年
第
六
期
）

【
著
錄
そ
の
三
―
そ
の
他
】

⑤
鍾
柏
生
等
合
編
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』（
藝
文
印
書
館
、

二
〇
〇
六
年
）、
器
號747-756

（p.545-551

）。

　

銘
文
の
拓
影
は
辛
（
八
）
號
器
の
み
。

⑥
劉
雨
・
嚴
志
斌
編
著
『
近
出
殷
周
金
文
集
錄
二
編
』（
中
華
書
局
、二
〇
一
〇
年
）、

N
o. 330-339

（p.362-391

）。

金
文
通
解

四
十
三
年
뎾
鼎

馬　
　

越　
　

靖　
　

史
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一
三
四

【
本
鼎
銘
文
の
考
釋
（
釋
讀
）】

⑦
李
零
「
讀
楊
家
村
出
土
虞
逑
諸
器
」（『
中
國
歷
史
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
三
期
）

⑧
李
學
勤
「
眉
縣
楊
家
村
新
出
靑
銅
器
研
究
」（『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
六
期
）

⑨
李
學
勤
「
四
十
三
年
佐
鼎
與
牧
簋
」（『
中
國
古
代
文
明
研
究
』、
華
東
師
範
大

學
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。
原
載
は
『
中
國
史
研
究
』
二
〇
〇
三
年
第
二
期
）

⑩
裘
錫
圭
「
讀

器
銘
文
札
記
三
則
」（『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
六
期
）

⑪
劉
懷
君
・
辛
怡
華
・
劉
棟
「
四
十
二
年
・
四
十
三
年

鼎
銘
文
試
釋
」（『
文
物
』

二
〇
〇
三
年
第
六
期
、
ま
た
②
に
再
収
）

⑫
劉
軍
社
・
辛
怡
華
「
眉
縣
楊
家
村

盤
・

鼎
淺
析
」（『
寶
鷄
社
會
科
學
』

二
〇
〇
三
年
第
二
期
）

⑬
周
曉
陸
「《
徠
鼎
》
讀
箋
」（『
西
北
大
學
學
報
（
哲
社
版
）』
二
〇
〇
三
年
第
四

期
）

⑭
孫
亞
冰
「
眉
縣
楊
家
村
卌
二
・
卌
三
年

鼎
考
釋
」（『
中
國
史
研
究
』

二
〇
〇
三
年
第
四
期
）

⑮
連
劭
名
「
眉
縣
楊
家
村
窖
藏
靑
銅
器
銘
文
考
述
」（『
中
原
文
物
』
二
〇
〇
四
年

第
六
期
）

⑯
王
晶
「
卌
三
年

鼎
中
〝
訊
庶
又

〞
考
辨
」（『
中
國
史
研
究
』
二
〇
〇
七
年

第
三
期
。
の
ち
『
西
周
渉
法
銘
文
匯
釋
及
考
證
』、
中
國
社
會
科
学
出
版
社
、

二
〇
一
三
年
に
再
収
）

⑰
張
崇
禮「
逑
器
銘
文
補
釋
」（『
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網
站
』、

二
〇
一
一
年
）

 
http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/SrcShow
.asp?Src_ID

=
1959#

_

ednref24

⑱
王
晶
「
卌
三
年

鼎
中
的
〝
芬
人
〞
再
探
」（『
西
周
渉
法
銘
文
匯
釋
及
考
證
』、

中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）

な
お
、
周
鳳
五
「
眉
縣
楊
家
村
窖
藏
〈
四
十
三
年

鼎
〉
銘
文
初
探
」（『
康
樂

集
│
曾
憲
通
教
授
七
十
壽
慶
論
文
集
』、
中
山
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
が

あ
る
よ
う
だ
が
未
見
。

【
本
鼎
銘
文
に
關
す
る
論
考
】

⑲
考
古
與
文
物
編
輯
部「
寶
鷄
眉
縣
楊
家
村
窖
藏
單
氏
家
族
靑
銅
器
群
座
談
紀
要
」

（『
考
古
與
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
三
期
）

⑳
馬
承
源
等
「
陝
西
眉
縣
出
土
窖
藏
靑
銅
器
筆
談
」（『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
六

期
）

㉑
周
曉
陸
「
西
周
〝
徠
器
〞
及
相
關
問
題
探
討
」（『
南
京
大
學
學
報
（
哲
學
・
人

文
科
學
・
社
会
科
學
）』
二
〇
〇
三
年
第
四
期
）

㉒
董
珊
「
略
論
西
周
單
氏
家
族
窖
藏
靑
銅
器
銘
文
」（『
中
國
歷
史
文
物
』

二
〇
〇
三
年
第
四
期
）

㉓
張
潤
棠
「
眉
縣
楊
家
村
窖
藏
靑
銅
器
述
評
」（『
寶
鷄
文
理
學
院
學
報
（
社
會
科

学
版
）』
二
〇
〇
三
年
第
五
期
）

㉔
黄
盛
璋
「
眉
縣
楊
家
村

家
窖
藏
銅
器
解
要
」（『
中
國
歷
史
文
物
』
二
〇
〇
四

年
第
三
期
）

㉕
田
率
「
陝
西
眉
縣
靑
銅
器
窖
藏
與
西
周
單

家
族
」（『
中
國
歷
史
文
物
』

二
〇
〇
八
年
第
四
期
）

㉖
張
培
瑜
「

鼎
的
王
世
與
西
周
晩
期
伜
法
月
相
紀
日
」（『
中
國
歷
史
文
物
』
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二
〇
〇
三
年
第
三
期
）

㉗
張
培
瑜
「

鼎
的
月
相
紀
日
和
西
周
年
代
」（『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
六
期
）

㉘
夏
含
夷
「
四
十
二
年
・
四
十
三
年
兩
件
寞

鼎
的
年
代
」（『
中
國
歷
史
文
物
』

二
〇
〇
三
年
第
五
期
）

㉙
葉
正
渤「

鼎
銘
文
伜
法
解
疑
」（『
鹽
城
師
範
學
院
學
報（
人
文
社
會
科
學
版
）』

第
三
二
卷
第
六
期
、
二
〇
一
二
年
）

㉚
王
治
國
「
四
十
三
年
독
鼎
銘
文
所
反
映
的
西
周
晩
期
册
命
禮
儀
的
變
化
」（
朱

鳳
瀚
主
編
『
新
出
金
文
與
西
周
歷
史
』、
上
海
世
紀
出
版
股
份
有
限
公
司
・
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）

以
下
、
本
稿
で
引
用
す
る
金
文
や
靑
銅
器
の
著
錄
書
お
よ
び
考
釋
書
の
略
稱
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

集
成　

中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
『
殷
周
金
文
集
成
』（
修
訂
増
補
本
、
中

華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

近
出　

劉
雨
・
盧
岩
『
近
出
殷
周
金
文
集
錄
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）

近
出
二　

劉
雨
・
嚴
志
斌
『
近
出
殷
周
金
文
集
錄
二
編
』（
中
華
書
局
、

二
〇
一
〇
年
）

通
釋　

白
川
靜
『
金
文
通
釋
』（『
白
川
靜
著
作
集 

別
卷
』、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四

年
〜
〇
五
年
）

林
斷
代　

林
巳
奈
夫
『
殷
周
時
代
靑
銅
器
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
四
年
）

鑄
華　

陜
西
省
考
古
研
究
所 

・
寶
鷄
市
考
古
研
究
所
・
眉
縣
文
化
館
編
『
吉
金
鑄

華
章
―
寶
鷄
眉
縣
楊
家
村
單
氏
靑
銅
器
窖
藏
』（
文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
）

【
器
制
】

十
件
出
土
。
器
形
お
よ
び
紋
飾
は
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
似
通
っ
て
お
り
、
②
鑄
華
に

從
っ
て
甲
（
一
）
號
器
の
そ
れ
を
次
に
記
す
。

口
部
は
す
ぼ
ん
で
お
り
、
沿
部
は
平
ら
か
で
外
向
き
に
折
れ
て
い
る
。
方
形
の

立
耳
は
か
す
か
に
外
向
き
に
そ
れ
て
い
る
。
下
腹
部
は
外
向
き
に
傾
い
て
垂
れ
、

底
部
は
圓
く
て
廣
い
。
三
本
の
脚
は
蹄
状
を
し
て
お
り
、
内
側
は
扁
平
で
あ
る
。

三
脚
の
閒
に
は
三
角
形
の
鑄
型
の
痕
が
あ
り
（
②
鑄
華
は
二
つ
あ
る
と
す
る
）、

そ
の
閒
に
は
ま
た
内
に
す
ぼ
ん
だ
三
角
形
か
ら
成
る
鑄
型
の
痕
が
あ
り
、
煤
が
や

や
厚
め
に
殘
っ
て
い
る
。
立
耳
の
外
側
は
重
環
紋
を
飾
る
。
沿
部
の
下
に
は
竊
曲

紋
を
一
周
飾
り
、そ
の
閒
に
凸
形
の
扉か

ど棱
が
紋
飾
を
六
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
い
る
。

腹
部
は
環
帶
紋
を
一
周
飾
る
。
三
脚
の
膝
上
部
に
は
扉か

ど棱
と
兩
側
の
圖
案
と
か
ら

成
る
獸
面
紋
が
あ
る
。

②
鑄
華
に
よ
れ
ば
、
十
器
の
サ
イ
ズ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

甲
（
一
）
號
器
（
編
號2003M

YJ

：18

）
は
口
徑49.7cm

、
通
高58.5cm

、

重
さ46kg

。

乙
（
二
）
號
器
（
編
號2003M

YJ

：13

）
は
口
徑46cm

、
通
高53.3cm

、

重
さ33.5kg

。

丙
（
三
）
號
器
（
編
號2003M

YJ

：3

）
は
口
徑43.8cm

、
通
高48.8cm

、

重
さ29.5kg

。

丁
（
四
）
號
器
（
編
號2003M

YJ

：6

）
は
口
徑39.5cm

、
通
高45.9cm

、

重
さ22kg
。

戊
（
五
）
號
器
（
編
號2003M

YJ

：12

）
は
口
徑31.6cm

、
通
高35.8cm

、

重
さ12kg

。
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己
（
六
）
號
器
（
編
號2003M

YJ

：5

）
は
口
徑30.5cm

、
通
高32.4cm

、

重
さ10kg

。

庚
（
七
）
號
器
（
編
號2003M

YJ

：16

）
は
口
徑26.5cm

、
通
高27.6cm

、

重
さ6.5kg
。

辛
（
八
）
號
器
（
編
號2003M

YJ

：2

）
は
口
徑26.5cm

、
通
高27.1cm

、

重
さ7.3kg

。

壬
（
九
）
號
器
（
編
號2003M

YJ

：8

）
は
口
徑23.9cm

、
通
高24.7cm

、

重
さ4.3kg

。

癸
（
十
）
號
器
（
編
號2003M

YJ
：4
）
は
口
徑21.5cm

、
通
高22.5cm

、

重
さ3.9kg

。

圖
一　

甲
（
一
）
號
器
器
影
お
よ
び
器
形

圖
（
⑥
近
出
二330

よ
り
引
用
）
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圖二　甲（一）號器銘文拓影（⑥近出二330より引用）



四
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八

圖三　丙（三）號器銘文拓影（⑥近出二332より引用）
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圖四　戊（五）號器銘文拓影（⑥近出二334より引用）
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【
銘
文
】

十
件
い
ず
れ
も
有
銘
。
い
ず
れ
も
腹
内
の
壁
に
鑄
出
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
②

鑄
華
を
參
照
し
つ
つ
各
器
銘
の
書
式
を
記
す
（
字
數
は
筆
者
の
値
）。

甲
（
一
）
號
鼎
銘
（
圖
二
）
は
三
〇
行
、
毎
行
一
〇
か
ら
一
五
字
、
一
〇
行
ご

と
に
閒
隔
が
一
行
あ
る
。
計
三
一
八
字
。
う
ち
重
文
七
字
、
合
文
一
字
。

乙
（
二
）
號
鼎
銘
は
三
〇
行
、
毎
行
八
か
ら
一
三
字
、
第
一
段
一
〇
行
・
第
二

段
一
一
行
・
第
三
段
九
行
の
閒
に
閒
隔
が
あ
る
。
計
三
一
五
字
。
う
ち
重
文
六
字
、

合
文
一
字
。

丙
（
三
）
號
鼎
銘
（
圖
三
）
は
二
九
行
、
毎
行
七
か
ら
一
三
字
、
第
一
段
一
〇

行
・
第
二
段
一
〇
行
・
第
三
段
九
行
の
閒
に
閒
隔
が
あ
る
。
各
段
の
順
序
が
顚
倒

し
て
お
り
、
第
三
段
が
自
然
と
首
段
、
第
一
段
が
末
段
と
な
る
。
②
鑄
華
に
よ
れ

ば
、
こ
の
こ
と
は
鼎
の
銘
文
で
は
い
ま
な
お
初
見
で
、
鑄
型
の
置
き
方
に
ま
ち
が

い
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
。
計
三
一
六
字
。
う
ち
重
文

七
字
、
合
文
一
字
。

丁
（
四
）
號
鼎
銘
は
二
七
行
、
毎
行
一
〇
か
ら
一
七
字
、
第
一
段
一
一
行
・
第

二
段
一
一
行
・
第
三
段
五
行
の
閒
に
閒
隔
が
あ
る
。
計
三
一
九
字
。
う
ち
重
文
七

字
、
合
文
一
字
。

戊
（
五
）
號
鼎
銘
（
圖
四
）
は
二
五
行
、毎
行
一
〇
か
ら
一
六
字
。
計
三
一
九
字
。

う
ち
重
文
八
字
、
合
文
一
字
。
本
號
鼎
が
十
器
中
、
重
文
符
號
を
完
備
し
字
數
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
紀
年
を
「
卅
三
年
」
に
作
る
が
、
他
器
を
參
照

す
る
と
「
卌
三
年
」
の
誤
り
と
見
て
よ
い
。

己
（
六
）
號
鼎
銘
は
二
七
行
、
毎
行
九
か
ら
一
五
字
。
第
一
段
一
〇
行
・
第
二

段
一
〇
行
・
第
三
段
七
行
の
閒
に
一
行
閒
隔
が
あ
る
。
字
跡
不
鮮
明
な
と
こ
ろ
が

多
く
、
お
そ
ら
く
計
三
一
六
字
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
や
や
上
の
數
値
。
う
ち
確
認

で
き
る
重
文
四
字
、合
文
一
字
。
紀
年
は
戊
（
五
）
號
鼎
銘
と
同
じ
く
「
卅
三
年
」

に
作
る
が
、
こ
れ
も
「
卌
三
年
」
の
誤
り
と
見
て
よ
い
。

庚
（
七
）
號
鼎
銘
は
三
〇
行
、
毎
行
八
か
ら
一
八
字
。
第
一
段
一
一
行
・
第
二

段
一
〇
行
・
第
三
段
九
行
の
閒
に
閒
隔
が
あ
る
。
拓
影
の
第
一
か
ら
三
行
目
の
右

下
が

け
て
い
る
の
と
、
字
跡
が
一
部
鮮
明
で
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
計
三
〇
六

字
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
や
や
上
の
數
値
。
う
ち
確
認
で
き
る
重
文
三
字
、
合
文
一

字
。辛

（
八
）
號
鼎
銘
は
三
一
行
、
毎
行
八
か
ら
一
二
字
。
計
三
一
六
字
。
う
ち
重

文
五
字
、
合
文
一
字
。

壬
（
九
）
號
鼎
銘
は
一
六
行
、
毎
行
二
か
ら
一
〇
字
。
計
一
三
一
字
。
こ
の
銘

文
は
不
完
全
で
、
前
半
部
分
だ
け
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

癸
（
十
）
號
鼎
銘
は
一
七
行
、
毎
行
八
か
ら
一
二
字
。
計
一
七
一
字
。
う
ち
重

文
六
字
、
合
文
一
字
。
壬
（
九
）
號
鼎
銘
と
合
わ
せ
て
ほ
ぼ
完
全
な
銘
文
を
な
す

も
の
で
、
本
鼎
銘
は
後
半
部
分
を
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
ろ
か
ら
四
行
目
の

「
皇
考

（
共
）
弔
（
叔
）」
下
に
「
쀃
（
쀊
）
彝
皇
考
其
嚴
才
（
在
）
上
望
（
翼
）

才
（
在
）
下
穆
좲
（
穆
）
秉
明
德
」
一
六
字
を

く
。

【
銘
文
隸
定
】（
戊
（
五
）
號
器
銘
〈
圖
四
〉
を
底
本
と
し
他
器
銘
と
校
勘
）

隹
（
唯
）
卌
（
四
十
）
又
三
匹
（
年
）
六
月
旣
生
霸
丁
亥
王
才
（
在
）

周
康
宮
穆
宮
旦
王
各
（
格
）
周
廟
卽
立
（
位
）
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래
（
司
）
馬
壽
右
（
佑
）
寞
（
皓
）
뎾
入
門
立
中
廷
北
俛
（
瞠
）

史

受
（
授
）
王
令
（
命
）
書
王
乎
（
呼
）
尹
氏
册
令
（
命
）
뎾

王
若
曰
뎾
不
（
丕
）
顯
文
武
慕
（
膺
）
受
大
令
（
命
）
匍
有

牙
（
四
）
方
売
（
則
）
볏
隹
（
唯
）
乃
先
聖
且
（
祖
）
考
夾
맔
（
詔
）
先

王끩
（
勳
）
堇
（
勤
）
大
令
（
命
）
奠
周
邦
甥
余
弗

（
望
〈
忘
〉）
聖
人

孫
子
昔
余
旣
令
（
命
）
女
（
汝
）
足
（
疋
）
롸
（
榮
）
兌
빨
래
（
司
）
牙

（
四
）
方

呉
（
虞
）
떱
（
林
）
用
宮
御
今
余
隹
（
唯
）
巠
（
經
）
乃
先
且
（
祖
）
考

又
（
有
）
끩
（
勳
）
于
周
邦
랭
（
申
）

（
就
）
乃
令
（
命
）
좲
（
命
）

女
（
汝
）
官
래
（
司
）

歷
人
母
（
毋
）
敢
妄
（
荒
）
寜
虔
夙
夕
壹
（
惠
）
뻐
（
雍
）
我

邦
小
大
猷
빀
乃

（
敷
）
政
事
母
（
毋
）
敢
不
벛
（
畫
）

不
井
（
型
）
빀
乃
냏
（
訊
）
庶
又
（
右
）
냙
（

）
母
（
毋
）
敢
不
中
不

井
（
型
）

母
（
毋
）
끭
좲
（
끭
）
떛
좲
（
떛
）
隹
（
唯
）
又
（
有
）
宥
從
廼
膵
（
務

〈
金
〉）
鰥
寡

用
乍
（
作
）
余
我
一
人
嘘
（
怨
）、
不
小
（
肖
）
隹
（
唯
）
茯
（
死
）
王

曰
뎾
易
（
賜
）

女
（
汝
）
뾮
（
秬
）
鬯
一

玄
旗
（

）
衣
赤

駒
車
誉
（
賁
）

倏
（
較
）
朱

（

）
넴
（
鞃
）
랆
（
靳
）
虎
冟
（
幂
）
熏
（

）
裏
벥

（
畫
）
祚

벥
（
畫
）
뵆
（
睚
）
金
甬
馬
牙
（
四
）
匹
腓
（
鋚
）
勒
敬
夙
夕
勿

밾
（
朕
）
令
（
命
）
뎾
낏
（
拜
）
뻪
（
稽
）
首
受
册
佩

（
以
）
出

反
入
堇
（
瑾
）
圭
뎾
敢
對
天
子
不
（
丕
）
顯
魯

休
륽
（
揚
）
用
乍
（
作
）
밾
（
朕
）
皇
考

（
共
）
弔
（
叔
）
쀃
（
쀊
）

彝皇
考
其
嚴
才
（
在
）
上
望
（
翼
）
才
（
在
）
下
穆
좲
（
穆
）
秉
明

德
惇
좲
뽃
좲
降
余
康
랍
（
랝
）
屯
（
純
）
右
（
祐
）

通

（
祿
）
永
令
（
命
）
뼉
（
眉
）
壽
繛
（
綽
）
綰
繹
（
畯
）
臣
天

子
뎾
萬
匹
（
年
）
無
彊
（
疆
）
子
좲
（
子
）
孫
좲
（
孫
）
永
寶
用

（
享
）

【
考
釋
】（
丸
數
字
は
前
掲
の
文
獻
番
號
を
、﹇　

﹈
は
筆
者
の
補
足
を
表
す
）

隹
（
唯
）
卌
（
四
十
）
又
三
匹
（
年
）
六
月
旣
生
霸
丁
亥
、
王
才
（
在
）

周
康
宮
穆
宮
。
旦
、
王
、
各
（
格
）
周
廟
卽
立
（
位
）、
래
（
司
）
馬
壽

右
（
佑
）
寞
（
皓
）
뎾
、
入
門
立
中
廷
北
俛
（
瞠
）。
史

受
（
授
）
王

令
（
命
）
書
。
王
乎
（
呼
）
尹
氏
册
令
（
命
）
뎾
。

「
四
十
三
年
」が
宣
王
の
紀
年
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、拙
稿「
四
十
二

年
뎾
鼎
」（
本
誌
第
三
號
）
で
す
で
に
言
及
し
た
の
で
、
そ
れ
を
參
照
さ
れ
た
い
。

「
周
康
宮
穆
宮
」
は
、
四
十
二
年
鼎
の
「
周
康
穆
宮
」
と
同
一
の
宮
廟
。

四
十
二
年
鼎
に
「
王
才
（
在
）
周
康
穆
宮
旦
王
各
（
格
）
大
室
」
と
言
い
、
㉚
王

治
國
は
、「
呉
方
彝
（
集
成9898

、
西
周
中
期
）
の
〝
王
在
周
成
大
室
、
旦
、
王

各
廟
〞
と
い
う
記
載
か
ら
見
れ
ば
、
こ
こ
で
の
大
室
と
廟
は
必
ず
や
同
じ
場
所
で
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は
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
王
が
す
で
に
大
室
に
い
る
以
上
、
再
度
〝
廟
に
い

た
る
〞
は
ず
は
な
い
」
と
説
く
。
四
十
二
年
鼎
と
本
鼎
の
記
述
か
ら
考
え
る
と
、

周
康
穆
宮
（
あ
る
い
は
）
の
敷
地
内
に
「
大
室
」
と
「
周
廟
」
二
つ
の
異
な
っ
た

建
築
物
が
あ
り
、兩
者
い
ず
れ
も
「
中
廷
」
を
備
え
、儀
禮
が
行
わ
れ
る
場
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
四
十
二
年
鼎
で
は
「
尹
氏
受
（
授
）
王
過
（
賚
）
書
。
王
乎
（
呼
）
史

册
過
（
賚
）
뎾
」
と
あ
り
、
王
に
賚
書
を
授
け
た
の
が
「
尹
氏
」、
王
に
呼
ば

れ
て
뎾
に
册
賚
し
た
の
が
「
史

」
で
あ
っ
た
が
、
本
鼎
で
は
王
に
册
書
を
授
け

た
の
が
「
史

」、
册
命
し
た
の
が
「
尹
氏
」
と
な
っ
て
い
る
。
吉
本
道
雅
は
、

第
一
の
史
官
が
王
に
命
書
を
手
交
し
、
王
が
第
二
の
史
官
を
読
ん
で
册
命
さ
せ
る

類
似
の
事
例
は
、「
册
賚
」
を
記
錄
し
た
四
十
二
年
鼎
と
「
册
易
（
賜
）」
を
記
錄

し
た
닄
鼎
・
盤
（
集
成2819

・10172

）
に
見
え
、
三
例
と
も
宣
王
期
に
屬
し
、

そ
れ
以
前
の
金
文
に
は
見
え
な
い
と
言
う
（『
中
國
先
秦
史
の
研
究
』、
京
都
大
學

學
術
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
、
三
五
頁
）。

王
若
曰
、뎾
、不
（
丕
）
顯
文
武
、慕
（
膺
）
受
大
令
（
命
）、匍
有
牙
（
四
）

方
、
売
（
則
）
볏
隹
（
唯
）
乃
先
聖
且
（
祖
）
考
、
夾
맔
（
詔
）
先
王
、

끩
（
勳
）
堇
（
勤
）
大
令
（
命
）、
奠
周
邦
。
甥
余
弗

（
望
〈
忘
〉）
聖

人
孫
子
。
昔
、余
旣
令
（
命
）
女
（
汝
）
足
（
疋
）
롸
（
榮
）
兌
빨
래
（
司
）

牙
（
四
）
方
呉
（
虞
）
떱
（
林
）、
用
宮
御
。
今
、
余
隹
（
唯
）
巠
（
經
）

乃
先
且
（
祖
）
考
又
（
有
）
끩
（
勳
）
于
周
邦
、
랭
（
申
）　
（
就
）
乃
令

（
命
）、
좲
（
命
）
女
（
汝
）
官
래
（
司
）
歷
人
。

本
段
で
は
뎾
の
先
祖
考
が
文
王
・
武
王
以
來
、
先
王
を
輔
弼
し
、
天
命
に
則
っ

て
周
邦
を
安
定
さ
せ
た
こ
と
に
鑑
み
、
宣
王
が
か
つ
て
뎾
を
虞
林
の
官
、
す
な
わ

ち
山
林
沼
澤
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
を
司
る
官
に
任
命
し
、
王
宮
の
用
に
供
さ
せ

た
こ
と
、
そ
し
て
い
ま
、
뎾
の
先
祖
考
が
勳
勞
あ
っ
た
こ
と
を
追
憶
し
、
か
さ
ね

て
「
歷
人
」
を
司
る
官
に
任
命
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
뎾
が
虞
林
の
官
に
任

じ
ら
れ
た
こ
と
は
盤
銘
に
見
え
（
拙
稿
「
뎾
盤
」〈
本
誌
第
二
號
〉
を
參
照
）、
作

器
の
時
期
に
つ
い
て
は
盤
が
先
、
本
鼎
が
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は

四
十
二
年
鼎
に
見
ら
れ
る

征
伐
の
軍
功
（
拙
稿
「
四
十
二
年
뎾
鼎
」〈
本
誌

第
三
號
〉
參
照
）
も
關
わ
っ
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
盤
、

四
十
二
年
鼎
、
本
鼎
の
順
で
作
器
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

本
鼎
で
加
官
さ
れ
た
「
歷
人
」
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
以
下
に
掲
げ
る
。

⑦
李
零
は
、『
書
』
梓
材
「
肆
往
姦

・
殺
人
、
歷
人
宥
」
を
引
き
、「
歷
人
」

に
つ
い
て
は
學
者
閒
で
異
な
っ
た
解
釋
が
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
司
法
の
場
で
處

罰
さ
れ
る
對
象
と
關
係
が
あ
る
と
の
同
意
を
得
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、『
大

載
禮
』
子
張
問
入
官
に
「
君
子
が
官
に
入
る
」
際
、
七
種
の
不
利
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
に
「
歷
」
が
ふ
く
ま
れ
、「
獄
之
所
由
生
（
獄
の
由
っ
て
生
ず
る
所
）」
と
解

釋
さ
れ
る
が
、
盧
辨
の
注
で
は
「
歷
、
歷
亂
也
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
뎾

の
新
た
な
職
が
司
法
と
關
係
が
あ
る
と
み
な
す
。
要
す
る
に
、
司
法
の
場
に
お
い

て
何
ら
か
の
犯
罪
を
起
こ
し
た
者
を
裁
く
と
い
っ
た
よ
う
な
職
掌
を
王
か
ら
命
ぜ

ら
れ
た
と
解
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑧
⑨
李
學
勤
は
、「
歷
人
」
と
い
う
語
は
『
書
』
梓
材
に
見
え
る
と
し
、
以
下

の
よ
う
に
説
く
。

『
書
』﹇
康
誥
﹈
序
に
「
成
王
旣
伐
管
祝
・
蔡
祝
、
以
殷
餘
民
封
康
叔
、
作
康
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誥
・
酒
誥
・
梓
材
【
成
王
旣
に
管
祝
・
蔡
祝
を
伐
ち
て
、
殷
の
餘
民
を
以
て

康
叔
を
封
じ
、
康
誥
・
酒
誥
・
梓
材
を
作
る
】」
と
言
い
、
梓
材
の
内
容
は

康
叔
が
衞
國
で
君
主
と
な
る
に
際
し
て
の
〝
爲
政
の
道
〞
、
つ
ま
る
と
こ
ろ

ま
た
政
策
方
針
を
告
げ
た
も
の
で
あ
る
。
梓
材
の
な
か
で
は
、
邦
君
（
筆
者

注
、
大
諸
侯
の
こ
と
）
の
地
位
の
重
要
さ
や
、
國
を
治
め
る
に
は
梓
人
（
筆

者
注
：
木
工
）
が
木
材
を
加
工
す
る
よ
う
に
謹
ん
で
事
に
從
う
べ
き
で
、
殘

虐
に
人
を
殺
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
衞
國
が
殷
商
の
舊

都
で
、
三
監
の
亂
の
中
心
地
だ
っ
た
こ
と
に
對
應
し
、﹇
そ
こ
で
は
﹈
寛
大

な
政
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。﹇
本
文
に
﹈ 「
肆
往
姦

・
殺
人
、

歷
人
、
宥
。
肆
亦
見
厥
君
事
戕
敗
人
、
宥
【
肆こ

こ

に
往か

つ

て
姦

・
殺
人
せ
し
も

の
は
、
人
を
歷か

ぞ

へ
る
も
、
宥
せ
。
肆
に
亦
た
厥
の
君
の
事
を
見
て
人
を
戕
敗

せ
し
も
の
も
、
宥
せ
】」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ら
以
前
に
惡
事
を
な
し
て
法

を
犯
し
、
人
を
殺
害
す
る
ま
で
甚
だ
し
い
行
爲
に
至
っ
た
犯
罪
﹇
者
﹈
に
つ

い
て
は
、
逐
一
調
べ
上
げ
る
が
、
赦
免
す
べ
き
で
あ
る
、
そ
れ
ら
君
長
に
追

隨
し
て
他
人
を
傷
害
し
た
犯
罪
﹇
者
﹈
に
つ
い
て
も
ま
た
、
赦
免
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
〝
歷
〞
は
數
と
訓
じ
、
い
わ

ゆ
る
〝
歷
人
〞
と
は
、
數
え
て
調
べ
上
げ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
從
っ
て
、

鼎
銘
の
〝
歷
〞
も
監
察
の
類
い
の
職
務
で
あ
る
。

㉒
董
珊
は
、
大
盂
鼎
に
「
易
（
錫
）
汝
邦
司
四
伯
・
人
鬲
自
馭
至
于
庶
人
六
百

又
五
十
又
九
夫
、
易
（
錫
）
夷
司
王
臣
十
又
三
伯
・
人
鬲
千
又
五
十
夫
【
汝
に
邦

司
四
伯
・
人
鬲
の
馭
自よ

り
庶
人
に
至
る
ま
で
六
百
又
五
十
又
九
夫
を
錫た

ま

ひ
、
夷
司

王
臣
十
又
三
伯
・
人
鬲
千
又
五
十
夫
を
錫
ふ
】」
と
あ
り
、「
鬲
」
を
孫
詒
讓
の
説

に
從
っ
て
、『
逸
周
書
』
世
俘
解
「
武
王
遂
征
四
方
、
凡

國
九
十
有
九
國
、
馘

億
有
十
萬
七
千
七
百
七
十
有
九
、
俘
人
三
億
萬
有
二
百
三
十
【
武
王
遂
に
四
方

を
征
す
、
凡
そ

あ

し
き
國
九
十
有
九
國
、
馘

億
有
十
萬
七
千
七
百
七
十
有
九
、

俘
人
三
億
萬
有
二
百
三
十
】」の「

」と
音
が
同
じ
で
通
ず
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

大
盂
鼎
の
「
鬲
」
は
「
繫
」
と
讀
む
べ
き
で
、
俘
虜
か
ら
轉
化
し
た
奴
隸
だ
ろ
う

と
い
う
裘
錫
圭
の
説
（「
説
〝
僕
庸
〞
」、『
古
代
文
史
研
究
新
探
』、
江
蘇
古
籍
出

版
社
、
一
九
九
二
年
、
三
八
三
頁
）、
お
よ
び
、
大
盂
鼎
の
「
人
鬲
」
は
『
書
』

梓
材
の
「
歷
人
」
に
相
當
し
、
平
民
を
捕
ら
え
て
そ
の
手
に
歷
す
る
（
手
械
を
は

め
る
、
孫
詒
讓
『
尚
書
騈
枝
』）
意
で
、「
人
鬲
」「
鬲
」
は
監
禁
さ
れ
た
俘
虜
あ

る
い
は
奴
隷
だ
と
す
る
楊
寛
の
説
（「
釋
〝
臣
〞
和
與
〝
鬲
〞
」、『
西
周
史
』、
上

海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
二
九
〇
頁
）
を
引
い
て
い
る
。

⑮
連
劭
名
は
、「
歷
人
」
は
ま
た
人
鬲
あ
る
い
は
鬲
と
稱
し
、
文
獻
の
「
皂
」

だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
證
據
と
し
て
、『
廣
雅
』
釋
器
「
皂
、
櫪
也
」、『
漢
書
』

鄒
陽
傳
「
與
牛
驥
同
皂
【
牛
驥
と
皂
を
同
じ
く
す
】」
の
顔
注
「
皂
、
櫪マ

マ

﹇
↓
歷
﹈

也
」、『
呂
氏
春
秋
』﹇
權
大
覽
・
﹈ 

權
勳
「
猶
取
之
内
櫪
【
猶
ほ
之
を
内
櫪
に
取
る
】」

の
高
注
「
皂
、
櫪
也
」
な
ど
を
擧
げ
、『
左
傳
』
昭
公
三
年
「
降
在
皂
・
隸
」
の

杜
注
に
「
皂
・
隸
、
賤
官
也
」
と
す
る
解
釋
に
從
っ
て
い
る
。

⑭
孫
亞
冰
は
、
李
學
勤
と
同
じ
く
『
書
』
梓
材
の
文
を
引
く
が
、
歷
字
が
『
廣

雅
』
釋
詁
に
「
過
」
と
訓
じ
ら
れ
、
蔡
沈
の
『
書
經
集
傳
』
に
「
歷
人
者
、
罪
人

所
過
律
。
所
謂
知
情
藏
匿
資
給
也
【
歷
人
と
は
罪
人
の
律
を
過
ぎ
る
と
こ
ろ
。
い

わ
ゆ
る
情
を
知
り
て
資
給
を
藏
匿
す
る
な
り
】」と
注
す
る
こ
と
か
ら
、梓
材
の「
歷

人
」
を
事
情
を
知
り
な
が
ら
報
告
し
な
い
犯
罪
と
解
す
る
。
し
か
し
、
文
獻
に
は

事
情
を
知
り
な
が
ら
報
告
し
な
い
者
を
專
管
す
る
職
官
が
な
く
、
本
鼎
の
「
官
司

歷
人
」
に
合
わ
な
い
と
す
る
。
本
鼎
の
「
歷
人
」
は
、
牧
簋
﹇
集
成4343

、
西
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周
中
期
﹈
の
「
厥

（
罪
）
厥
辜
」、
꾢

﹇
集
成4469

、
西
周
晩
期
﹈
の
「
有

（
罪
）
有
辜
」、
ま
た
文
獻
の
「
五
隸
（
筆
者
注
：
罪
隸
お
よ
び
蠻
・
閩
・
夷
・

貉
四
翟
の
隸
）」
で
、『
周
禮
』
秋
官
・
司
寇
に
見
え
る
「
司
隸
」
で
は
な
い
か
と
し
、

司
隸
は
五
隸
を
管
掌
し
、
彼
ら
に
號
令
し
て
盗
賊
を
捕
ら
え
さ
せ
、
卑
賤
な
活
動

な
ど
に
關
與
さ
せ
る
任
務
を
も
つ
官
職
だ
と
解
す
る
。

⑱
王
晶
は
、「
歷
」
を
「
櫪
」
に
通
じ
る
と
し
、『
方
言
』
卷
五
の
郭
璞
注
に
「
養

馬
器
」
と
あ
る
の
に
基
づ
い
て
、「
歷
人
」
を
『
周
禮
』
夏
官
・
司
馬
の
「
校
人
」

で
「
掌
王
馬
之
政
【
王
馬
の
政
を
掌
る
】）」
官
と
み
な
し
、校
人
は
王
馬
の
選
擇
・

飼
養
・
調
敎
な
ど
の
事
を
司
る
と
説
く
。
ま
た
、
盤
銘
で
は
虞
官
・
林
官
を
司
る

こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
虞
官
は
『
周
禮
』
地
官
の
記
載
に
よ
れ
ば
、

の

爵
は
中
士
（
筆
者
注
：
山
虞
の
爵
。
な
お
林
衡
は
下
士
）
で
、
王
は
﹇
四
十
二
年

鼎
に
記
さ
れ
る
﹈
戰
功
を
表
彰
し
、本
鼎
で
は

の
職
位
を
中
大
夫
相
當
す
る
「
歷

人
」
す
な
わ
ち
文
獻
中
の
「
校
人
」
に
昇
進
さ
せ
た
と
解
す
る
。

周
鳳
五
（
⑱
王
晶
の
引
用
に
據
る
。
原
文
は
「
眉
縣
楊
家
村
窖
藏
〈
四
十
三
年

鼎
〉
銘
文
初
探
」、『
康
樂
集
│
曾
憲
通
教
授
七
十
壽
慶
論
文
集
』、
中
山
大
學

出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
は
、「
歷
」
は
地
名
で
王
都
鎬
京
の
西
北
に
あ
り
、
邊

防
の
要
地
で
は
な
い
か
と
し
、四
十
二
年
鼎
に
記
さ
れ
る
「
伜
쏦
」
の
「
伜
」
で
、

こ
の
地
に
お
い
て

が

征
伐
の
功
績
を
擧
げ
た
こ
と
か
ら
、
賦
税
の
収
入
を

司
り
、
食
す
る
に
足
り
﹇
食
を
﹈
兵
に
足
ら
す
こ
と
が
で
き
た
、
そ
れ
ゆ
え
一
年

後
（
筆
者
注
：
四
十
三
年
）
に

は
歷
地
の
人
を
統
べ
邊
防
の
重
任
を
司
っ
た
の

で
あ
る
と
説
く
。

筆
者
は
「
歷
人
」
の
「
歷
」
を
地
名
と
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
根
據
と
し

て
、
本
鼎
と
類
似
す
る
金
文
の
用
例
を
つ
ぎ
に
擧
げ
る
。

申
簋
蓋
（
集
成4267

、
西
周
中
期
）

隹
（
唯
）
正
月
初
吉
丁
卯
、王
才
（
在
）
周
康
宮
、各
（
格
）
大
室
卽
立
（
位
）。

먇
公
内
右
（
佑
）
申
﹇
立
﹈
中
廷
。
王
命
尹
册
命
申
、
뜦
（
更
）
乃
且
（
祖
）

考
足
（
疋
）
大
祝
、
官
랡
（
司
）
豐
人
潼
九
멸
祝
。

【
唯
れ
正
月
初
吉
丁
卯
、
王
、
周
康
宮
に
在
り
、
大
室
に
格
り
て
位
に
卽
く
。

먇
公
、
内
り
て
申
を
佑
け
て
中
廷
﹇
に
立
つ
﹈。
王
、
尹
に
命
じ
て
申
に
册

命
せ
し
む
。「
乃
の
祖
考
を
更つ

ぎ
て
大
祝
を
疋
け
、
豐
人
潼お

よ

び
九
멸
祝
を
官

司
せ
よ
。】

「
豐
人
」
の
「
豐
」
は
、
同
じ
く
西
周
中
期
と
さ
れ
る
裘
衞

（
集
成9456

）

に
「
隹
（
唯
）
三
年
二
月
旣
生
霸
壬
寅
、
王

（
稱
）
旂
于
豐
【
唯
三
年
二
月
旣

生
霸
壬
寅
、
王
、
旂は

た

を
豐
に
稱あ

ぐ
】」
と
地
名
と
し
て
見
え
る
ほ
か
、
本
鼎
と
同

じ
く
西
周
晩
期
の
元
年
師
롆
簋
（
集
成4279-82

）
に
も
地
名
と
し
て
見
え
、「
王

乎
（
呼
）
乍
（
作
）
册
尹
册
令
（
命
）
師
롆
曰
、
備
于
大
左
、
官
랡
（
司
）
豐
還

（
縣
）、
左
右
師
氏
【
王
、
作
册
尹
を
呼
び
て
師
롆
に
册
命
せ
し
め
て
曰
く
、
大
佐

に
備
え
、
豐
縣
を
官
司
し
、
師
氏
を
左
右
せ
よ
】」
と
言
う
。

卯
簋
蓋
（
集
成4327

、
通
釋149

、
西
周
中
期
）

隹
（
唯
）
王
十
又
一
月
旣
生
霸
丁
亥
、
롸
季
入
右
（
佑
）
卯
立
中
廷
。
롸
白

乎
（
呼
）
令
（
命
）
卯
曰
、
른
乃
且
（
祖
）
考
死
래
（
司
）
豐
롸
公
室
。
昔

乃
且
（
祖
）
亦
旣
令
（
命
）、
乃
父
死
래
（
司
）
꿗
人
、
不
患
（
淑
）、
取
我

家
뫓
用
喪
。
…
…
今
余
隹
（
唯
）
令
（
命
）
女
（
汝
）
死
래
（
司
）
꿗
宮
꿗
人
。

女
母
（
毋
）
敢
不
善
。

【
唯
れ
王
の
十
又
一
月
旣
生
霸
丁
亥
、
롸
季
、入
り
て
卯
を
佑
け
中
廷
に
立
つ
。

롸
白
、
呼
ば
れ
て
卯
に
命
じ
て
曰
く
、
른は

じ

め
乃
の
祖
考
、
롸
公
の
室
を
死
司
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せ
り
。
昔
、
乃
の
祖
も
亦
た
旣
に
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
乃
の
父
、
꿗
人
を
死
司

せ
し
も
、
淑よ

か
ら
ず
、
我
が
家
の
뫓
を
取
り
用
て
喪
し
た
り
。
…
…
今
、
余
、

唯
れ
汝
に
命
じ
て
꿗
宮
꿗
人
を
死
司
せ
し
む
。
汝
、
敢
へ
て
不
善
な
る
こ
と

毋
れ
。】

「
꿗
人
」
の
「
꿗
」
は
西
周
金
文
に
習
見
す
る
地
名
で
あ
り
、
文
例
か
ら
し
て

も
地
名
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
。

こ
れ
ら
兩
銘
の
「
官
司
豐
人
潼
九
멸
祝
」「
死
司
꿗
人
」「
死
司
꿗
宮
꿗
人
」
と

い
う
用
例
か
ら
考
え
る
と
、
本
鼎
の
「
官
司
歷
人
」
の
「
歷
」
も
地
名
と
解
す
る

の
が
よ
い
と
思
う
。
本
鼎
と
器
形
・
紋
様
も
ほ
ぼ
等
し
く
同
時
期
と
思
わ
れ
る
禹

鼎
（
集
成2833

・34

、
通
釋162

、
林
斷
代
で
は
西
周
Ⅲ
Ｂ
）
に
「
歷
内
」
と
い

う
地
名
が
見
え
、「
亦
唯
噩
儁
（
侯
）
頓
（
御
）
方
率
南
淮
夷
・
東
夷
、
廣
伐
南
國
・

東
國
、
至
于
歷
内
【
亦
た
唯
れ
噩
侯
御
方
、
南
淮
夷
・
東
夷
を
率
ゐ
て
、
南
國
・

東
國
を
廣
伐
し
、
歷
内
に
至
る
】」
と
言
う
。
時
代
か
ら
考
え
て
、
本
鼎
の
「
歷
」

が
「
歷
内
」
と
同
一
地
で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
西
周
王
室
の
経
済

的
基
盤
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
物
や
原
料
（
あ
る
い
は
資
源
）
を
収
奪
し
て
い

た
南
國
・
東
國
の
地
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
三
輪
健
介
「
西
周
王
朝
の
財
政
」〈
本

誌
第
二
號
〉
お
よ
び
「
文

」〈
本
誌
第
三
號
〉
參
照
）。
王
が
か
さ
ね
て
뎾
に
歷

人
を
官
司
す
る
こ
と
を
命
じ
た
の
は
、
王
室
の
必
要
と
す
る
手
工
業
お
よ
び
食
用

の
原
料
あ
る
い
は
加
工
品
の
調
達
を
全
國
的
規
模
で
行
う
職
務
に
就
い
て
い
た
こ

と
か
ら
、
王
室
の
経
済
的
基
盤
で
あ
っ
た
東
南
方
の
歷
地
の
人
を
動
員
し
て
王
室

財
政
に
要
す
る
物
資
を
調
達
さ
せ
る
任
を
與
え
る
た
め
加
官
で
あ
っ
た
可
能
性
を

想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

母
（
毋
）
敢
妄
（
荒
）
寜
。
虔
夙
夕
、
壹
（
惠
）
뻐
（
雍
）
我
邦
小
大
猷
。

「
母
（
毋
）
妄
（
荒
）
寧
」
は
ま
た
、毛
公
鼎
（
集
成2841

、通
釋181

）
に
「
余

非
庸
又
聞
、
女
母
敢
妄
寧
【
余
、
有
聞
を
庸
ふ
る
に
非
ず
、
汝
、
敢
へ
て
荒
寧
す

る
こ
と
毋
か
れ
】」
と
言
う
。『
書
』
無
逸
に
「
昔
在
殷
王
中
宗
、
嚴
恭
寅
畏
、
天

命
自
度
、
治
民
祇
懼
、
不
敢
荒
寧
【
昔
、
殷
王
中
宗
に
在
り
て
は
、
嚴つ

つ

恭し

み
寅お

そ畏

れ
、
天
命
も
て
自
ら
度
り
、
民
を
治
む
る
に
祇つ

つ
しみ

懼お
そ

れ
、
敢
へ
て
荒
寧
せ
ず
】」、

文
侯
之
命
に
「
柔
遠
能
邇
、
惠
康
小
民
、
無
荒
寧
【
遠
き
を
柔
げ
邇ち

か

き
を
能や

す

ん
じ
、

小
民
を
惠い

つ
くし

み
康
ん
じ
、
荒
寧
す
る
こ
と
無
し
】」
と
あ
り
、
前
者
の
毛
傳
に
「
不

敢
荒
怠
自
安【
敢
へ
て
荒
怠
し
自
ら
安
ん
ぜ
ず
】」と
言
う
。
本
鼎
や
毛
公
鼎
の「
妄

（
荒
）
寧
」
は
『
書
』
と
同
じ
く
、「
怠
慢
安
穏
」
の
意
で
あ
る
。

「
壹
（
惠
）
뻐
（
雍
）
我
邦
小
大
猷
」
の
「
惠
雍
」
を
、
⑧
⑨
李
學
勤
は
「
惠
」

を
順
、「
雍
」
を
和
と
訓
ず
る
。
⑪
劉
懷
君
等
は
「
和
順
」
と
訓
ず
る
。
⑭
孫
亞

冰
は
「
惠
」
の
訓
に
つ
い
て
、『
爾
雅
』
釋
詁
の
「
愛
」、
同
じ
く
釋
言
の
「
順
」

を
引
き
、「
뻐
（
雍
）」
を
「

」
と
釋
し
、『
詩
』
召
南
・
何
彼

矣
の
「
曷
不

肅

、王
姬
之
車
【
曷な

ん

ぞ
肅

せ
ざ
る
、王
姬
の
車
】」
を
引
い
て
和
と
訓
ず
る
（
筆

者
注
、
毛
傳
の
「

、
和
」
に
據
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）。
李
・
孫
兩
氏
と
も
訓

は
行
っ
て
い
る
が
、
本
鼎
の
當
該
句
を
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
に
捉
え
る
の

か
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

本
鼎
と
同
様
あ
る
い
は
類
似
す
る
金
文
の
用
例
と
し
て
は
、
師
詢
簋
（
集
成

4342
、通
釋183

）
の
「
今
余
隹
랭
（
申
）
（
就
）
乃
令
（
命
）
좲
（
命
）
女
（
汝
）

壹
（
惠
）
뻐
（
雍
）
我
邦
小
大
猷
」、
毛
公
鼎
（
集
成2841

、
通
釋181

）
の
「
壹

（
惠
）
我
一
人
、
뻐
（
雍
）
我
邦
小
大
猷
」
と
あ
る
の
が
擧
げ
ら
れ
、
後
者
の
用
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例
か
ら
考
え
れ
ば
、本
鼎
お
よ
び
師
詢
簋
の
「
壹
（
惠
）
뻐
（
雍
）
我
邦
小
大
猷
」

の
「
壹
（
惠
）」
字
下
に
は
「
我
一
人
」
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
補
っ
て
解
釋
す

べ
き
だ
と
思
う
。
何
樹
環
は
本
鼎
銘
を
引
い
て
い
な
い
が
、師
詢
簋
の
「
壹
（
惠
）

뻐
（
雍
）」
下
に
は
「
王
」
す
な
わ
ち
「
我
一
人
」
を
補
い
、毛
公
鼎
の
「
壹
（
惠
）

뻐
（
雍
）」
と
と
も
に
「
助
持
」
の
義
と
し
、「
王
を
輔
弼
し
国
家
の
大
小
の
謀
略

を
執
持
す
る
」
と
解
し
て
い
る
（「
金
文
「

」
字
別
解

│
兼
及
「
恵
」」、『
靑

銅
器
與
西
周
史
論
集
』、
文
津
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）。

「
惠
」
に
つ
い
て
は
、
⑭
孫
亞
冰
の
引
用
の
ほ
か
、『
書
』
舜
典
「
亮
采
惠
疇
」

の
孔
傳
に
「
惠
、
順
也
」、『
詩
』
大
雅
・
思
齊
「
惠
于
宗
公
」、
同
じ
く
抑
「
惠

于
朋
友
」
の
鄭
箋
に
「
惠
、順
也
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
「
我
一
人
に
つ
き
し
た
が
う
」

と
い
う
意
で
あ
る
。「
뻐
（
雍
）」
は
孫
氏
の
よ
う
に
「
和
」
と
訓
じ
、
こ
こ
で
は

調
す
な
わ
ち
「
と
と
の
え
る
」
と
讀
み
た
い
。
そ
の
目
的
語
は
「
小
大
猷
」
で
、

⑭
孫
亞
冰
は
「
大
小
官
吏
」
と
解
す
る
が
、「
猷
」
は
『
爾
雅
』
釋
詁
上
に
「
靖

…
…
…
…
猷
、
謀
也
」
と
あ
り
、
謀
略
・
策
略
の
意
に
と
れ
る
が
、「
猷
」
は
政
策
・

國
策
と
解
す
べ
き
だ
と
思
う
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
本
鼎
の
「
惠
雍
我
邦
小
大
猷
」

と
は
「﹇
我
一
人
に
﹈
つ
き
し
た
が
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
國
策
を
亂
れ
な
く
形
作
れ
」

と
、
筆
者
は
解
す
る
も
の
で
あ
る
。

빀
乃

（
敷
）
政
事
、
母
（
毋
）
敢
不
벛
（
畫
）
不
井
（
型
）。

⑧
⑨
李
學
勤
は
「
벛
」
を
「
畫
」
字
の
从
う
と
こ
ろ
と
し
、「
畫
」
と
讀
ん
で

端
直
（
正
直
）
の
意
と
み
な
す
。
⑭
孫
亞
冰
は
、「
벛
」
字
と
本
鼎
後
文
「
畫
祚

畫
睚
」
の
「
周
」
に
从
う
「
畫
」
と
は
判
然
と
區
別
が
あ
っ
て
、「
벛
」
は
絶
對

に
「
畫
」
で
は
な
い
し
、「
規
」
と
釋
す
る
の
が
至
確
と
説
く
。
そ
し
て
鳬
生
簋
（

簋
、
集
成3912

・3913

）
に
「
鳬
生
蔑

伜
、
用
作
季
日
乙
벛
、
子
子
孫
孫
永

寶
用
【
鳬
生
、

の
伜

い
さ
お
しを

蔑あ
ら
はし

、
用
て
季
日
乙
の
벛
を
作
る
、
子
子
孫
孫
永
く
寶

用
せ
よ
】」
を
引
い
て
、
こ
の
銘
で
は
「
벛
」
は
器
名
で
簋
の
假
借
で
あ
り
、「
規
」

と
「
簋
」
は
と
も
に
見
母
で
古
音
は
接
近
し
て
い
る
と
み
な
す
。

し
か
し
、
字
の
上
部
は
聿
（
筆
）
形
、
下
部
は
二
本
の
線
が
交
叉
す
る
形
で
筆

畫
の
交
わ
る
さ
ま
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、「
ぶ
ん
ま
わ
し
（
コ
ン
パ
ス
）」

を
意
味
す
る
「
規
」
と
は
釋
し
が
た
く
、「
畫
」
と
釋
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本

鼎
で
は
「
周
」
に
从
う
「
畫
」
は
「
え
が
く
」
と
い
う
意
、「
벛
」
は
「
は
か
る
」

と
い
う
意
で
使
用
さ
れ
、
意
味
に
お
い
て
區
別
が
あ
る
か
ら
字
を
異
に
し
た
と
考

え
た
い
。
た
だ
、
鳬
生
簋
（

簋
）
に
見
え
る
よ
う
に
器
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
、「
畫
」
は
支
韻
匣
紐
あ
る
い
は
錫
韻
匣
紐
、「
簋
」
は
幽

韻
見
紐
（
李
珍
華
・
周
長
楫
編
撰
『
漢
字
古
今
音
表
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
）

で
あ
る
か
ら
、
通
假
す
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
器
名
と
は
異
な
る
意
味
で
用
い

ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
殘
る
。

빀
乃
냏
（
訊
）
庶
又
（
右
）
냙
（

）、
母
（
毋
）
敢
不
中
不
井
（
型
）。

⑦
李
零
は
、本
句
「
乃
냏
庶
又
냙
」
を
「
乃
訊
庶
有
戾
」
と
讀
み
、上
文
の
「
乃

（
布
）
政
事
」
に
對
應
す
る
と
し
て
、「
訊
」
を
司
法
の
取
り
調
べ
を
指
す
と

解
す
る
。「
냙
（
戾
）」
は
「
吝
」
と
同
じ
で
、『
禮
記
』
大
學
「
一
人
貪
戾
」
の

鄭
注
に
「
戾
、
或
爲
吝
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
書
で
は
通
假
字
と
し
て
用
い
ら
れ
、

『
爾
雅
』
釋
詁
上
の
よ
う
に
「
罪
」
を
「
戾
」
と
訓
ず
る
も
の
が
多
い
と
し
、
こ
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こ
で
は
刑
法
に
觸
れ
た
者
だ
と
み
な
す
。
つ
ま
り
、「
乃
ち
庶も

ろ
もろ

の
戾つ

み

有
る
を
訊し

ら

べ
る
」
と
釋
す
る
の
で
あ
る
。

⑧
⑨
李
學
勤
は
、
同
様
の
句
が
牧
簋
に
「
庶
右
（
有
）　

　

 

」
と
あ
り
、「
庶
」

は
衆
の
意
、「
又
」
あ
る
い
は
「
右
」
は
有
と
讀
み
、「
냙
（

）」
を
牧
簋
の

「　
　

 

」
と
と
も
に
炎
聲
で
、
匣
母
談
部
の
「
嫌
」
と
讀
み
、
疑
す
な
わ
ち
嫌
疑

の
意
と
し
、「
訊
庶
有
嫌
」
と
は
す
な
わ
ち
「
審
訊
嫌
犯
人
」
の
意
に
解
す
る
。

ま
た
、
볷
簋
に
「
訊
小
大
又
（
有
）
깶
」
と
あ
る
の
を
引
い
て
い
る
こ
か
ら
、
恐

ら
く
は
「
庶

も
ろ
も
ろの

嫌う
た
がひ

有
る
を
訊し

ら

べ
る
」、
つ
ま
り
「
さ
ま
ざ
ま
な
容
疑
者
を
取
り

調
べ
る
」
と
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

⑪
劉
懷
君
等
は
「
訊
」
を
訊
問
・
取
り
調
べ
、「
庶
」
を
庶
民
の
意
、「
냙
（

）」

を

に
通
ず
る
と
し
、
是
非
を
明
辨
す
る
と
解
す
る
。
つ
ま
り
、「
こ
こ
に
乃
ち

庶
を
訊し

ら

べ
てあ

き
らか

に
す
る
こ
と
有
る
」
と
讀
む
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑭
孫
亞
冰
は
「
냙
」
を
炎
に
从
う
の
で
は
な
く
、大
と
四
點
に
从
う
と
し
、「

」

と
釋
す
。
そ
し
て
、
金
文
に
常
見
す
る
「

明
」
と
い
う
語
は
、
陳
夢
家
が
「
耳

目
聰
明
」
と
訓
ず
る
説
（「
西
周
銅
器
斷
代
」
尹

齊
鼎
、『
考
古
學
報
』

一
九
五
六
年
第
三
期
）
を
引
き
、
精
明
の
意
味
で
、
本
鼎
の
「
有

」
も
同
じ
意

味
に
ち
が
い
な
い
と
解
す
る
。「
訊
庶
」
に
つ
い
て
は
、「
衆
隸
に
拷
問
（
筆
者
注
：

肉
体
的
苦
痛
を
あ
た
え
て
訊
問
）
す
る
」
と
解
す
る
。

⑮
連
劭
名
は
「
訊
庶
有
鄰
」
と
讀
み
、「
訊
」
を
『
公
羊
傳
』
僖
公
十
年
「
君

嘗
訊
臣
矣
」
の
何
休
注
に
「
上
問
下
曰
訊
」
と
あ
る
の
を
引
き
、
咨
詢
の
義
と
す

る
。「
庶
有
鄰
」
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
同
族
の
人
だ
と
解
す
る
。
そ
の
根
據

と
し
て
『
左
傳
』
昭
和
十
二
年
「
倍
其
鄰
者
【
其
の
鄰
に
倍そ

む

く
者
】」
の
杜
注
に
「
鄰

猶
親
也
【
鄰
は
猶
ほ
親
の
ご
と
き
な
り
】」
を
引
き
、
古
代
は
聚
族
し
て
居
住
し
、

宗
族
の
首
領
が
中
心
に
、
宗
族
の
分
家
が
四
鄰
に
そ
れ
ぞ
れ
住
み
着
い
た
と
み
な

す
。
そ
し
て
、「
訊
庶
有
鄰
」
は
獄
訟
を
指
し
、
古
代
に
お
け
て
判
決
の
案
件
は

下
屬
の
意
見
を
徴
し
て
詢
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
司
法
の
領
域
に
お
け
る

氏
族
民
主
制
を
反
映
し
て
い
る
と
説
き
、『
周
禮
』﹇
秋
官
・
﹈
小
司
寇
の
「
以
三

刺
斷
庶
民
獄
訟
之
中
、
一
曰
訊
群
臣
、
二
曰
訊
群
吏
、
三
曰
訊
萬
民
、
聽
民
之
所

刺
宥
、
以
施
上
服
・
下
服
之
刑
【
三
刺
を
以
て
庶
民
の
獄
訟
の
中あ

た
る
を
斷
ず
。

一
に
曰
く
、
群
臣
に
訊と

ふ
、
二
に
曰
く
、
群
吏
に
訊
ふ
、
三
に
曰
く
、
萬
民
に
訊

ふ
。
民
の
刺
宥
す
る
所
を
聽
き
、
以
て
上
服
・
下
服
の
刑
を
施
す
】」
な
ど
の
文

獻
を
引
い
て
、そ
の
こ
と
を
示
す
典
據
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
尚
書
』
立
政
に
「
繼

自
今
、
文
子
文
孫
、
其
勿
誤
于
庶
獄
庶
愼
【
今
自よ

り
繼
ひ
で
、
文
子
文
孫
、
其
れ

庶
獄
庶
愼
を
誤
る
こ
と
勿
か
れ
】」
と
あ
り
、
于
省
吾
が
『
尚
書
新
證
』
で
「
愼

讀
爲
訊
【
愼
は
讀
み
て
訊
と
爲
す
】」
と
解
す
る
の
に
從
っ
て
、
お
よ
そ
「
獄
」

に
は
必
ず
「
訊
」
が
あ
る
と
し
、
本
鼎
の
「
訊
庶
有
鄰
」
を
獄
訟
と
關
連
づ
け
る

一
證
に
加
え
て
い
る
。

㉒
董
珊
は
陳
劔
の
説
、
す
な
わ
ち
、
金
文
中
で
裁
判
と
關
係
の
あ
る
「

（
あ

る
い
は
鄰
）」
は
『
書
』
立
政
に
し
ば
し
ば
見
え
る
「
庶
獄
庶
愼
」
の
「
愼
」
で
、

「

」
と
「
愼
」
は
音
が
近
く
通
假
し
て
よ
い
は
ず
だ
と
い
う
説
（
出
所
未
詳
）

に
從
い
、『
詩
』
大
雅
・
緜
「
虞
芮
質
厥
成
」
の
「
質
」
だ
と
し
、
本
鼎
の
「
庶

有

（
愼
）」
は
ま
た
、볷
簋
（
集
成4266

）
に
「
小
大
又

」
に
作
る
こ
と
か
ら
、

各
種
の
訴
訟
裁
判
の
こ
と
を
廣
く
指
す
の
で
あ
ろ
う
と
説
く
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

董
珊
は
「
庶
有

」
を
「
も
ろ
も
ろ
の
有
愼
（
訴
訟
裁
判
）」
と
讀
む
も
の
だ
が
、

「
訊
」
を
ど
う
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

⑯
王
晶
は
「
訊
」
を
「
詢
り
問
う
」
の
意
、「
庶
」
を
庶
民
を
指
す
と
す
る
。「
又
」
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（
牧
簋
で
は
「
右
」）
に
つ
い
て
は
「
右
」
に
通
じ
、
屬
官
を
表
し
て
い
る
と
み
な

す
（
ま
た
「
西
周
金
文
〝
訊
〞
字
解
」、『
西
周
渉
法
銘
文
匯
釋
及
考
證
』、
中
國

社
會
科
學
出
版
社
、二
〇
一
三
年
を
參
照
）。
根
據
と
し
て
は
、唐
蘭
の
論
考
（『
西

周
靑
銅
器
銘
文
分
代
史
徴
』、中
華
書
局
、一
九
八
六
年
、三
〇
九
頁
）
に
引
く
『
周

禮
』
太
宰
「
以
九
兩
繫
邦
國
之
民
…
…
八
曰
友
、
以
任
得
民
【
九
兩
を
以
て
邦
國

之
民
を
繫
ぐ
…
…
八
に
曰
く
、
友
、
任
を
以
て
民
を
得
】」
の
鄭
注
「
友
謂
同
井

相
合
耦
鋤
作
者
【
友
は
同
井
相
合
ひ
耦
鋤
し
て
作
す
る
者
を
謂
ふ
】」
や
、張
亞
初
・

劉
雨
の
論
考
（『
西
周
金
文
官
制
研
究
』、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
、
五
九
頁
）

に
引
く
『
説
文
』﹇
三
下
又
部
﹈
の
「
友
、
同
志
爲
友
、
从
二
又
相
交
友
」
な
ど

を
擧
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
王
氏
の
擧
げ
て
い
る
根
據
か
ら
す
る
と
、「
友
」
は

屬
官
（
王
氏
の
原
文
で
は
「
部
屬
」「
助
手
」）
で
は
な
く
、
同
僚
の
意
と
し
か
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
냙
」
に
つ
い
て
は
「
鄰
」
に
通
ず
る
は
ず
だ
と
し
、

左
右
の
近
臣
を
指
す
と
説
く
。
そ
の
根
據
と
し
て
、『
書
』
益
稷
「
欽
四
鄰
」
の

孔
傳
「
四
近
、
前
後
左
右
之
臣
」
な
ど
を
擧
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
周
禮
』﹇
秋

官
・
﹈
小
司
寇
の
「
以
三
刺
斷
庶
民
獄
訟
之
中
、
一
曰
訊
群
臣
、
二
曰
訊
群
吏
、

三
曰
訊
萬
民
、
聽
民
之
所
刺
宥
、
以
施
上
服
・
下
服
之
刑
」、
同
じ
く
司
刺
の
「
司

刺
掌
三
刺
・
三
宥
・
三
赦
之
法
、
以
贊
司
寇
聽
獄
訟
。
一
刺
曰
訊
群
臣
、
再
刺
曰

訊
群
吏
、
三
刺
曰
訊
萬
民
を
引
い
て
、
本
鼎
の
「
訊
庶
又
（
友
）
냙
（
鄰
）」
を
、

萬
民
・
群
吏
・
群
臣
に
詢
り
問
う
と
い
う
意
に
解
す
る
。

⑰
張
崇
禮
は
「
냙
」
を
「

」
と
釋
し
、
⑦
李
零
の
説
に
從
っ
て
「
戾
」
と
讀

み
「
罪
」
の
意
に
解
す
る
が
、
音
韻
の
面
か
ら
、「

」
は
來
紐
眞
部
、「
戾
」
は

來
紐
質
部
で
あ
り
、
兩
字
は
雙
聲
で
韻
部
は
對
轉
關
係
に
あ
り
、
讀
音
は
近
い
と

す
る
。
そ
し
て
本
句
を
、「
法
を
犯
し
た
人
を
審
問
・
訊
問
す
る
」
と
い
う
意
に

解
す
る
。

本
句
と
同
様
あ
る
い
は
類
似
の
用
例
と
し
て
は
、
以
下
の
二
つ
が
あ
る
。

牧
簋
（
集
成4343

、
通
釋104a

、
西
周
中
期
）

王
曰
、牧
、女
（
汝
）
母
（
毋
）
敢
﹇
弗
帥
﹈
先
王
乍
（
作
）
明
井
（
刑
）
用
。

빀
乃
냋
（
訊
）
庶
右　

　

 

（

）、
母
（
毋
）
敢
不
明
不
中
不
井
（
型
）、
乃

　

  

政
事
、
母
（
毋
）
敢
不　

　

  

不
中
不
井
（
型
）。

【
王
曰
く
、
牧
よ
、
汝
敢
へ
て 

先
王
の
作
り
し
明
刑
に
帥
ひ
用
ひ
ざ
る
こ
と

毋
か
れ
。
빀
に
乃
ち
庶
右

を
訊と

ふ
に
は
、
敢
へ
て
明
ら
か
な
ら
ざ
る
こ
と

中ひ
と

し
か
ら
ざ
る
こ
と
型
ら
ざ
る
こ
と
毋
か
れ
。
乃
ち
政
事
を
敷
く
に
は
、
母

（
毋
）敢
へ
て
畫
ら
ざ
る
こ
と
中
し
か
ら
ざ
る
こ
と
型
ら
ざ
る
こ
と
毋
か
れ
。】

볷
簋
（
集
成4266

、
通
釋83

、
西
周
中
期
）

王
若
曰
、
볷
、命
女
（
汝
）
乍
（
作
）
礬
穎
（
師
）
榠
랡
（
司
）
馬
、
枩
（
嫡
）

官
僕
射
士
。
냭
（
訊
）
小
大
又
（
右
）
깶
（
鄰
）。
取
돢
五
랇
。

【
王
若

か
く
の
ご
とく

曰
く
、
볷
よ
、
汝
に
命
じ
て
礬
師
の
榠
司
馬
と
作
し
、
僕
・
射
・

士
を
嫡
官
せ
し
む
。
小
大
の
右
鄰
を
訊
へ
。
돢
五
랇
を
取
ら
し
む
。】

뵳
簋
（『
中
國
歷
史
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
三
期
）

王
乎
（
呼
）
乍
（
作
）
册
尹
랭
（
申
）
令
（
命
）
뵳
、
更
乃
且
（
祖
）
服
乍

（
作
）
冢
司
馬
。
女
（
汝
）
廼
諫
냋
（
訊
）
小
大
又
（
右
）

。
取
돴
十
랇
。

【
王
、
作
册
尹
を
呼
び
申
ね
て
뵳
に
命
ず
、「
乃
の
祖
の
服
を
更つ

ぎ
、
冢
司
馬

と
作
れ
。
汝
廼
ち
小
大
の
右

を
諫た

だ

し
訊
へ
。
돴
十
랇
を
取
ら
し
む
。】

牧
簋
は
宋
代
の
『
考
古
圖
』
以
來
、

本
に
よ
っ
て
傳
え
ら
れ
る
器
銘
だ
が
、

「　

  

」「　
　

  
」
兩
字
は
本
鼎
の
「　

　
　

」（
乙
〈
二
〉
號
器
）「　

　
　

」（
甲

〈
一
〉
號
器
）
兩
字
を
參
照
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
「

（
敷
））」「
벛
（
畫
）」
の



一
四
九

漢
字
學
硏
究　

第
四
號

原
銘
の
誤
り
あ
る
い
は
字
跡
不
明
瞭
に
よ
る

誤
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

本
鼎
の
「
빀
乃
訊
庶
又

」
お
よ
び
牧
簋
の
「
빀
乃
訊
庶
右

」
と
볷
簋
の
「
訊

小
大
又
鄰
」、
そ
し
て
뵳
簋
の
「
諫
訊
小
大
又

」
と
を
較
べ
て
み
る
と
、
前
者

の
「
庶
」
と
後
者
の
「
小
大
」
は
同
義
と
考
え
ら
れ
、「
庶
」
は
庶
民
の
意
で
は

な
く
「
も
ろ
も
ろ
の
」「
さ
ま
ざ
ま
な
」「
多
く
の
」
と
い
う
意
で
あ
る
。「
又
」

は
牧
簋
で
「
右
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、「
有
」
で
は
な
く
「
右
」
と
讀
み
、「
佑
」

す
な
わ
ち
輔
弼
の
意
と
解
し
た
い
。
本
鼎
の
「
냙
」
字
は
前
引
し
た
뵳
簋
で
は

「　
　
　

」
に
作
り
、「

」
字
の
異
體
で
あ
る
。「

」
は
「
鄰
」
で
近
と
訓
じ
、

こ
こ
で
は
近
臣
の
意
と
解
し
た
い
。「
訊
」
に
つ
い
て
は
、
金
文
で
は
볷
簋
と
뵳

簋
に
あ
る
よ
う
に
「
取
돢
（
돴
）
若
干
랇
」
と
の
關
連
で
登
場
す
る
用
例
が
他
に

二
つ
あ
る
。

뿫
簋
（
集
成4215

、
通
釋143

、
西
周
晩
期
）

王
曰
、
뿫
、
命
女
（
汝
）
래
（
司
）
成
周
里
人
潼
大
亞
。
냴
（
訊
）
訟
罰
。

取
놼
五
랇
。

【
王
曰
く
、
뿫
よ
、
汝
に
命
じ
て
司
成
周
里
人
潼お

よ

び
大
亞
を
司
れ
。
訟
罰
を

訊と

へ
。
놼
五
랇
を
取
ら
し
む
。】

揚
簋
（
集
成4294

・95

、
通
釋131

、
西
周
晩
期
）

王
若
曰
、
륬
（
揚
）、
乍
（
作
）
래
（
司
）
工
、
…
…
晃
（
賜
）
女
（
汝
）

赤
菌
巿
・

（
鑾
）
旂
。
넋
（
訊
）
訟
。
取
돢
五
랇
。

【
王
若

か
く
の
ご
とく

曰
く
、
揚
よ
、
司
工
と
作
れ
、
…
…
汝
に
赤
菌
巿
・
鑾
旂
を
賜
ふ
。

訟
を
訊と

へ
。
돢
五
랇
を
取
ら
し
む
。】

「
돢
」
は
徴
の
初
文
で
税
収
の
意
、「
랇
」
は
鍰
の
初
文
で
重
量
の
單
位
で
あ
り
、

本
官
外
の
特
任
報
償
と
す
る
説
が
あ
る
（
通
釋83

・131

）
が
、
朱
鳳
翰
は
こ
の

字
の
最
も
簡
略
な
形
は
「
太
（
袈
の
省
聲
）」
と
貝
に
从
う
會
意
兼
形
聲
字
で
、

資
材
・
財
産
を
意
味
す
る
字
だ
と
し
、「
取
돢
若
干
랇
」
と
は
朝
廷
か
ら
被
册
命

者
の
職
務
に
相
應
す
る
固
定
し
た
俸
禄
、
す
な
わ
ち
「
若
干
랇
」
と
い
う
銅
の
重

量
に
相
當
す
る
価
價
の
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
だ
と
説
く（「
西
周
金
文
中
的「
놼
」

與
相
關
問
題
」、『
古
文
字
與
古
代
史
』
第
一
輯
、
中
央
研
究
院
歷
史
語
言
研
究
所
、

二
〇
〇
七
年
）。特
任
報
酬
で
あ
る
か
固
定
俸
禄
で
あ
る
か
は
、い
ま
措
く
と
し
て
、

と
も
あ
れ
上
記
二
例
か
ら
は
、
争
訟
な
り
罪
罰
を
「
訊
」
す
る
、
す
な
わ
ち
訴
え

を
聴
き
犯
罪
を
調
べ
る
こ
と
と
關
連
し
て
「
取
돢
若
干
랇
」
と
い
う
報
償
が
與
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
と
す
れ
ば
、
볷
簋
の
「
訊
小
大
右
鄰
」
と
は
、「
多

く
の
輔
弼
の
近
臣
の
不
正
を
取
り
調
べ
る
」
と
い
う
意
で
あ
り
、
本
鼎
や
牧
簋
の

場
合
は
、「
多
く
の
輔
弼
の
近
臣
の
不
正
を
取
り
調
べ
る
際
に
、
公
平
で
な
か
っ

た
り
﹇
先
例
に
﹈
則
ら
な
か
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
で
は
な
か
ろ

う
か
。

母
（
毋
）
끭
좲
（
끭
）
떛
좲
（
떛
）、隹
（
唯
）
又
（
有
）
宥
從
、廼
膵
（
務

〈
金
〉）
鰥
寡
、
用
乍
（
作
）
余
我
一
人
嘘
（
怨
）、
不
小
（
肖
）
隹
（
唯
）

茯
（
死
）。

「
끭
橐
」
に
つ
い
て
、
毛
公
鼎
（
集
成2841

、
通
釋181

）
に
「
母
（
毋
）
끭

좲
（
끭
）
떛
좲
（
떛
）、
廼
膵
（
務
〈
金
〉）
鰥
寡
」
と
あ
り
、
從
前
「
中
飽
」、

す
な
わ
ち
汚
職
受
賄
と
か
中
閒
搾
取
の
意
と
解
さ
れ
、
諸
家
そ
れ
に
從
う
。「
끭
」

は
供
に
通
じ
、官
が
人
民
よ
り
財
貨
を
供
出
さ
せ
る
意
で
あ
ろ
う
。「
떛
」
は
『
説

文
』
六
下
禮
部
に
「
囊
張
大
皃
」
と
訓
ず
る
「
玻
」
字
に
當
た
り
、
原
字
は
缶ふ

を
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一
五
〇

袋
に
詰
め
て
袋
の
上
下
を
縛
っ
た
形
で
、
こ
こ
で
は
缶ふ

す
な
わ
ち
寶
を
懷
中
に
収

め
る
意
を
表
し
て
い
る
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
白
川
靜
は
、

そ
の
禍
が
な
ぜ
鰥
寡
の
み
に
及
ぶ
（
白
川
は
務
〈
金
〉）
を
病
と
解
す
る
。
後
述
）

の
か
理
解
に
苦
し
む
と
し
、「
一
律
課
税
の
よ
う
に
、
貧
富
の
別
な
く
賦
貢
を
徴

す
る
意
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ゆ
え
に
負
擔
能
力
の
な
い
鰥
寡
に
は
、
そ
れ
が
惨
害
を

及
ぼ
す
の
で
あ
る
」
と
解
し
て
い
る
（
通
釋181

、
六
七
七
頁
）。
本
鼎
で
は
「
끭

떛
し
て
宥
從
（
放
縦
な
ふ
る
ま
い
）
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
一
律
課
税
な
り
貧
富
の
別
な
き
賦
貢
と
解
す
る
よ
り
は
、
廣
く

一
般
人
民
よ
り
財
貨
を
供
出
さ
せ
て
私
腹
を
肥
や
す
こ
と
と
解
す
る
の
が
良
い
と

思
わ
れ
る
。
そ
う
解
す
れ
ば
、
次
の
「
老
年
で
身
寄
り
な
く
頼
る
者
も
な
い
鰥
寡

を
苦
し
め
る
」
と
い
う
句
に
も
問
題
な
く
繫
が
る
。

「
膵
（
務
〈
金
〉）
鰥
寡
」
の
「
膵
（
務
〈
金
〉）」
は
、『
詩
』
小
雅
・
常
棣
「
兄

弟
鬩
于
牆
、外
禦
其
務
【
兄
弟
、牆か

き

に
鬩せ

め

ぐ
も
、外
は
そ
の
務あ

な
どり

を
禦ふ

せ

ぐ
】」
の
「
務
」

字
を
、『
國
語
』
周
語
中
で
は
「
侮
」
に
作
り
、
前
者
の
鄭
箋
に
「
務
、
侮
也
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
侮
」
に
通
ず
る
。「
侮
」
は
、
文
獻
に
は
『
書
』
康
誥
「
惟

乃
丕
顯
考
文
王
、
克
明
德
愼
罰
、
不
敢
侮
鰥
寡
【
惟
れ
乃
ち
丕
顯
な
る
考ち

ち

文
王
、

克
く
德
を
明
ら
か
に
し
罰
に
愼
み
、
敢
へ
て
鰥
寡
を
侮
ら
ず
】」
の
よ
う
に
、「
あ

な
ど
る
」
の
意
に
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
本
鼎
で
は
『
淮
南
子
』
説
林
訓

「
故
侮
人
之
鬼
者
、
過
社
而
搖
其
枝
【
故
に
侮
人
の
鬼
は
、
社
を
過
り
て
其
の
枝

を
搖
ら
す
】」
の
高
注
に
「
侮
猶
病
也
【
侮
は
猶
ほ
病
の
ご
と
き
な
り
】」
と
あ
る

よ
う
に
、
鰥
寡
を
病
ま
し
む
、
苦
し
め
る
の
意
と
す
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。

「
用
乍
（
作
）
余
我
一
人
嘘
（
怨
）」
の
「
嘘
」
字
は
、
宋
代
の
『
考
古
圖
』
以

來

本
で
傳
え
ら
れ
る
꾢

（
集
成4469

、
通
釋184

、
西
周
晩
期
）
の
「
廼
乍

（
作
）
余
一
人

」
と
い
う
同
様
の
句
が
あ
り
、「
咎
」
字
と
釋
す
る
向
き
も
あ
る

が
、
꾢

の
「

」
字
を
參
照
す
る
と
、
本
鼎
の
左
旁
は
通
常
の
「
夕
」
字
が
左

向
き
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
下
向
き
で
は
あ
る
が
、
夕
に
从
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
右
旁
は
「
卩
」
に
从
っ
て
い
る
か
ら
、
㉑
董
珊
・
⑩
裘
錫
圭
の
よ
う
に
「
夗

（
怨
）」
字
と
釋
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
不
小
（
肖
）
隹
（
唯
）
茯
（
死
）」
に
つ
い
て
、
⑧
⑨
李
學
勤
は
本
句
を
「
不

雀
死
」
と
釋
し
、「
小
」「
隹
」
兩
字
を
「
雀
」
一
字
に
隸
定
し
て
「
爵
」
と
讀
み
、

「
官
爵
を
保
た
ず
し
て
死
す
」
と
い
う
意
に
解
す
る
。
⑭
孫
亞
冰
も
同
じ
く
「
爵
」

と
讀
み
、「
爵
あ
ら
ず
し
て
死
す
」
と
い
う
意
に
解
す
る
。
⑪
劉
懷
君
等
は
「
雀
」

一
字
に
隸
定
し
て
「
唯
」
す
な
わ
ち
語
氣
詞
、「
死
」
を
「
尸
」
す
な
わ
ち
職
事
・

職
務
と
し
、
本
句
を
「
職
責
を
盡ま

っ
と守

う
し
な
い
」
の
意
に
解
す
る
。
⑦
李
零
お
よ

び
㉑
董
珊
は
本
句
を
「
不
小
隹
死
」
四
字
に
釋
し
て
い
る
が
、
前
者
は
「
小
」
を

「
肖
」
と
讀
み
、
後
者
は
前
引
の
꾢

（
集
成4469

）「
不
弔
（
淑
）
唯
死
」
と

文
意
同
じ
と
解
す
る
。
⑩
裘
錫
圭
も
「
不
小
隹
死
」
四
字
に
釋
し
、
㉑
董
珊
の
引

く
꾢

の
「
不

唯
死
」
の
「

」
字
を
「
少
」
の
や
や
走
っ
た
形
ら
し
い
と

考
え
、「
肖
」
と
讀
ん
で
不
賢
・
不
善
の
意
に
解
す
る
。

「
小
」「
隹
」
兩
字
は
「
雀
」
一
字
と
も
釋
し
う
る
が
、
꾢

の
「
不

唯
死
」

と
い
う
句
か
ら
考
え
れ
ば
、

が
何
字
に
當
た
る
か
は
措
く
と
し
て
、
本
鼎
の

場
合
も
二
字
と
見
て
「
不
肖
に
し
て
唯
れ
死
せ
ん
」
と
い
う
意
と
解
す
る
の
が
妥

當
で
あ
ろ
う
。
本
鼎
戊
（
五
）
號
器
で
は
「　

　
　

」
と
記
し
て
お
り
、「
小
」「
隹
」

閒
は
や
や
空
い
て
い
る
。
ま
た
、本
鼎
に
記
さ
れ
る
「
我
邦
小
大
猷
」
の
「
小
大
」

兩
字
の
閒
隔
が
狹
く
、
一
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
甲

（
一
）
號
器
〈
圖
二
〉、
一
五
行
目
冒
頭
）
の
を
參
考
す
れ
ば
、「
小
」「
隹
」
二
字
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と
し
て
釋
し
う
る
。

王
曰
、
뎾
、
易
（
賜
）
女
（
汝
）
뾮
（
秬
）
鬯
一

玄
旗
（

）
衣
赤

駒
車
誉
（
賁
）
倏
（
較
）
朱

（

）
넴
（
鞃
）
랆
（
靳
）
虎
冟
（
幂
）

熏
（

）
裏
벥
（
畫
）
祚
벥
（
畫
）
뵆
（
睚
）
金
甬
馬
牙
（
四
）
匹
腓
（
鋚
）

勒
。
敬
夙
夕
、
勿

밾
（
朕
）
令
（
命
）。

本
段
で
は
王
か
ら
뎾
に
對
し
て
賜
與
さ
れ
た
物
品
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
뾮
（
秬
）
鬯
」
は
、黑
黍
と
舂
い
て
煮
た
鬱
金
草
を
合
わ
せ
て
釀
造
し
た
香
酒
。

「

」
は
盛
酒
器
（
以
上
、
拙
稿
「
四
十
二
年
뎾
鼎
」〈
本
誌
第
三
號
〉
參
照
）。

以
下
の
ほ
と
ん
ど
の
賜
與
品
に
つ
い
て
は
、⑭
孫
亞
冰
の
説
に
從
っ
て
述
べ
る
。

「
玄
旗
（

）
衣
」
は
、黑
赤
色
で
卷
龍
を
描
い
た
命
服
（
階
級
を
表
す
衣
服
）。

「
赤

」
は
紅
色
の
靴
。「
駒
車
」
は
仔
馬
の
牽
く
車
。

「
誉
」は「
賁
」の
假
借
で
、古
代
の
斑
字
。
種
々
の
色
彩
を
雜
え
た
飾
り
。「
倏
」

は
、『
説
文
』﹇
十
四
上
車
部
﹈
に
「
車
騎
上
曲
銅
也
【
車
旗
上
の
曲
が
り
し
銅
な

り
】」﹇
段
注
は
「
車
輢
上
曲
鉤
也
」
と
す
る
﹈
と
あ
る
（
筆
者
注
：
車
の
乘
車
席

の
左
右
に
あ
る
板
の
上
に
曲
が
っ
て
出
て
い
る
取
っ
手
）。『
詩
』﹇
衞
風
・
淇
奥
﹈

や
﹇『
周
禮
』﹈「
考
工
記
」
で
は
「
較
」
と
書
く
。「
誉
（
賁
）
倏
（
較
）」
は
「
誉

（
賁
）
繴マ

マ

﹇
↓
蚓
﹈
倏
（
較
）」﹇
毛
公
鼎
、
集
成2841

﹈
あ
る
い
は
「
誉
（
賁
）

幬
倏
（
較
）」﹇

伯
뗻
簋
蓋
、
集
成4302

﹈
の
省
略
で
、
種
々
の
色
彩
で
描
い

た
布
を
覆
っ
た
較
。

「
朱

（

）
넴
（
鞃
）
랆
（
靳
）」
の
「

」
は
「

」
で
、
毛
を
取
り
去
っ

た
皮
（
筆
者
注
：『
論
語
』
顔
淵
「
虎
彪
之

、猶
犬
羊
之

」
の
何
晏
集
解
に
「
孔

曰
、
皮
去
毛
曰

」
と
あ
る
）。「
넴
」
は
「
鞃
」
で
、『
説
文
』﹇
三
下
革
部
﹈
に

「
車
軾
也
」
と
あ
る
（
筆
者
注
：
段
注
は
「
車
軾
中
把
」〈
車
前
の
横
木
中
に
附
け

ら
れ
た
皮
製
の
取
っ
手
〉
と
す
る
）。「
랆
」
は
「
靳
」
で
、『
説
文
』﹇
三
下
革
部
﹈

に
「
當
膺
（
筆
者
注
：
段
注
は
粁
に
作
る
）
也
」
と
あ
る
（
筆
者
注
：
む
な
が
い
、

即
ち
馬
の
胸
に
當
て
る
綱
）。

「
朱

（

）
넴
（
鞃
）
랆
（
靳
）」
と
は
、
朱
を
塗
っ
た
獸
皮
で
覆
っ
た
車
前

の
横
木
（
筆
者
注
：
段
注
に
據
っ
て
解
釋
す
れ
ば
、
朱
を
塗
っ
た
獸
皮
で
作
っ
た

車
前
の
横
木
の
取
っ
手
）
と
朱
を
塗
っ
た
獸
皮
で
作
っ
た
む
な
が
い
。

「
虎
冟
（
幂
）
熏
（

）
裏
」
の
「
冟
」
は
「
幂
」
と
釋
す
る
べ
き
で
、
覆
い

布
の
意
。「
熏
」
は
「

」
で
、『
説
文
』﹇
十
三
上
糸
部
﹈
に
「
淺
絳
也
（
薄
赤
色
）」

と
あ
る
。「
虎
冟
（
幂
）
熏
（

）
裏
」
と
は
、
虎
の
皮
で
作
っ
た
覆
い
布
で
、

そ
の
裏
が
薄
赤
色
で
飾
ら
れ
た
も
の
。

「
벥
（
畫
）
祚
벥
（
畫
）
뵆
（
睚
）」
の
「
祚
」
は
「
弉
」
で
、『
説
文
』﹇
三
下

革
部
﹈
に
「
車
下
索
（
と
こ
し
ば
り
、即
ち
乘
車
席
と
車
軸
と
を
結
び
つ
け
る
繩
）」

と
あ
る
。「
뵆
（
睚
）」
は
『
説
文
』﹇
十
四
上
車
部
﹈
に
「
車
伏
兔
下
皮
（
車
軸

の
と
こ
し
ば
り
の
下
に
あ
る
繩
）」
と
あ
る
。「
벥
（
畫
）
祚
벥
（
畫
）
뵆
（
睚
）」

と
は
、
彩
色
が
施
さ
れ
た
祚
と
睚
。

「
金
甬
」
は
「
車
軎え

い

（
車
の
軸
先
）」（
王
平
「
説
鑾
與
金
甬
」、『
考
古
』

一
九
六
二
年
第
七
期
、
筆
者
注
：『
説
文
』
十
四
上
車
部
に
「
軎
、
車
軸
耑
」
と

あ
る
）。
す
な
わ
ち
、
銅
で
作
製
し
た
車
軸
の
先
端
。

な
お
、「
馬
四
匹
」
の
「
四
匹
」
は
合
文
。
ま
た
「
腓
（
鋚
）
勒
」
に
つ
い
て
は
、

王
輝
は
銅
飾
を
施
し
た
く
つ
わ（
馬
首
に
く
わ
え
さ
せ
る
金
具
）と
し
て
い
る（「
독

盤
銘
文
箋
釋
」、『
考
古
與
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
三
期
、
拙
稿
「
뎾
盤
」、
本
誌
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뎾
盤
に
お
い
て
は
、
뎾
が
王
宮
の
用
に
供
す
る
た
め
榮
兌
を
輔
佐
し
て
四
方
の

虞
林
の
官
を
併
司
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
際
の
王
か
ら
の
賜
與
品
は
「
赤

巿
・
幽
黄
・
採
勒
」
の
三
種
で
あ
っ
た
（
뎾
鐘
で
は
賜
與
品
は
記
さ
れ
て
い
な
い
）。

本
鼎
に
お
い
て
は
、
芬
人
の
官
司
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
對
し
て
、
賜
與
品
は
は

る
か
に
そ
れ
を
凌
駕
し
十
三
種
の
多
き
に
至
っ
て
い
る
。
賜
與
品
の
種
類
あ
る
い

は
數
が
職
事
と
對
應
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
芬
人
の
官
司
の
こ
と
は
極
め
て
重
要

な
職
務
内
容
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
뎾
自
身
の
王
朝
内
に

お
け
る
地
位
が
か
な
り
上
昇
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
賜
與
品
が
職
事
に
對

應
し
て
い
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
地
位
に
對
應
し
て
い
る
も
の
な
の
か
、
こ

の
點
に
つ
い
て
は
な
お
檢
討
の
餘
地
あ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

뎾
낏
（
拜
）
뻪
（
稽
）
首
、
受
册
、
佩

（
以
）
出
、
反
入
堇
（
瑾
）
圭
。

「
堇
（
瑾
）
圭
」
の
「
堇
（
瑾
）」
は
美
玉
、「
圭
」
は
上
部
が
圓
く
下
部
が
四

角
い
柄
形
の
玉
器
。「
瑾
圭
」
と
は
つ
ま
り
、
美
玉
で
製
作
し
た
上
圓
下
方
形
の

笏し
ゃ
く。

本
段
と
類
似
の
金
文
の
用
例
と
し
て
は
、
善
父
山
鼎
（
集
成2825
、
西
周

晩
期
）「
山
낏
（
拜
）
뻪
（
稽
）
首
、受
册
、佩

（
以
）
出
、反
入
堇
（
瑾
）
璋
」、

頌
鼎
（
集
成2827

・2828

、
西
周
晩
期
）「
頌
낏
（
拜
）
뻪
（
稽
）
首
、
受
册
、

佩

（
以
）
出
、
反
入
堇
（
瑾
）
璋
」
が
あ
る
が
、
受
命
者
は
「
堇
（
瑾
）
璋
」

を
返
納
し
て
お
り
、
本
鼎
の
「
堇
（
瑾
）
圭
」
と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
璋
」
は

圭
を
縱
に
半
分
割
っ
た
玉
器
で
あ
る
。
陳
漢
平
は
文
獻
と
張
光
裕
の
説
（
出
所
未

詳
）
を
引
い
て
、
璋
を
執
る
者
は
圭
を
執
る
者
よ
り
身
分
・
地
位
が
低
い
意
と
み

な
す
（『
西
周
册
命
制
度
研
究
』、
學
林
出
版
社
、
一
九
八
六
年
、
三
〇
七
〜
八
頁
。

た
だ
し
陳
氏
は「
堇
（
瑾
）」字
を「
覲
」と
み
な
し
て
い
る
）。
そ
の
説
に
從
え
ば
、

뎾
の
身
分
・
地
位
は
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
瑾
圭
な
り
瑾
璋
を
返
納
す

る
と
い
う
金
文
の
事
例
は
以
上
三
つ
に
と
ど
ま
り
、
明
言
は
で
き
な
い
。

뎾
敢
對
天
子
不
（
丕
）
顯
魯
休
륽
（
揚
）、
用
乍
（
作
）
밾
（
朕
）
皇
考

（
共
）
弔
（
叔
）
쀃
（
쀊
）
彝
。
皇
考
其
嚴
才
（
在
）
上
、
望
（
翼
）

才
（
在
）
下
、穆
좲
（
穆
）
秉
明
德
、惇
좲
뽃
좲
降
余
康
랍
（
랝
）・
屯
（
純
）

右
（
祐
）・
通

（
祿
）・
永
令
（
命
）・
뼉
（
眉
）
壽
・
繛
（
綽
）
綰
。

繹
（
畯
）
臣
天
子
。
뎾
萬
匹
（
年
）
無
彊
（
疆
）。
子
좲
（
子
）
孫
좲
（
孫
）

永
寶
用

（
享
）。

本
段
に
見
え
る
語
彙
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
뎾
盤
」（
本
誌
第
二
號
）
お
よ
び

「
四
十
二
年
뎾
鼎
」（
本
誌
第
三
號
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

뎾
盤
は
皇
祖
考
を
祭
祀
す
る
た
め
に
作
器
さ
れ
、
四
十
二
年
뎾
鼎
は
誰
の
た
め

の
作
器
で
あ
る
か
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
뎾
鐘
と
本
鼎
は
皇
考
共
叔
の
た
め
の
作

器
さ
れ
て
い
る
。
盤
銘
は
芬
代
の
周
王
に
仕
え
た
皇
祖
考
の
功
業
を
記
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
皇
祖
考
の
た
め
の
作
器
と
い
う
こ
と
は
當
然
で
あ
る
。
皇
考
共
叔
の

た
め
の
に
作
ら
れ
た
本
鼎
は
十
件
あ
り
、
同
じ
く
鐘
は
八
種
で
セ
ッ
ト
を
成
す
で

あ
ろ
う
編
鐘
で
あ
る
。
自
分
を
生
ん
で
育
て
て
く
れ
、
い
ま
自
分
の
存
在
な
り
職

事
あ
る
い
は
地
位
が
あ
る
の
は
、
最
も
近
い
祖
た
る
亡
き
父
の
お
か
げ
だ
と
い
う

こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
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【
訓
讀
】

唯こ

れ
四
十
又
三
年
六
月
旣
生
霸
丁
亥
、
王
、
周
の
康
宮
穆
宮
に
在
り
。
旦
に
王
、

周
廟
に
格
り
て
位
に
卽
く
。
司
馬
壽
、
皓
뎾
を
佑
け
て
門
に
入
り
、
中
廷
に
立
ち

北
瞠
す
。
史

よ
く

、
王
に
命
書
を
授
く
。
王
、
尹
氏
を
呼
び
て
뎾
に
册
命
せ
し
む
。

王
若

か
く
の
ご
とく

曰
く
、「
뎾
よ
、
丕
顯
な
る
文
武
、
大
命
を
膺
受
し
、
四
方
を
匍
有

せ
し
よ
り
、
則
ち
볏も

と

唯
れ
乃
の
先
聖
祖
考
、
先
王
を
夾
詔
し
て
、
大
命
に
勳
勤
し
、

周
邦
を
奠さ

だ

め
た
り
。
甥ゆ

え

に
余
、
聖
人
の
孫
子
を
忘
れ
ず
。
昔
、
余
旣
に
汝
に
命
ず
、

〝
榮え

い
だ兌

を
疋た

す

け
四
方
の
虞
・
林
を
빨
司
し
、
宮
御
に
用
ひ
よ
〞
と
。
今
、
余
唯
れ

乃な
ん
じの

先
祖
考
の
周
邦
に
勳
有
る
を
經お

も

ひ
、
乃
の
命
を
申
就
し
、
汝
に
命
じ
て
歷
人

を
官
司
せ
し
む
。

敢
へ
て
荒
寜
す
る
こ
と
毋
か
れ
。
夙
夕
を
虔
み
、﹇
我
一
人
に
﹈
惠し

た
がひ

、
我
が

邦
の
小
大
の
猷

は
か
り
ご
とを

雍と
と
のへ

よ
。

빀こ
こ

に
乃
ち
政
事
を
敷
く
に
、
敢
へ
て
畫は

か

ら
ざ
る
こ
と
型の

っ
とら

ざ
る
こ
と
毋
か
れ
。

빀
に
乃
ち
庶

も
ろ
も
ろの

友
鄰
を
訊と

ふ
に
、
敢
え
て
中ひ

と

し
か
ら
ざ
る
こ
と
型
ら
ざ
る
こ
と

毋
か
れ
。

끭き
ょ
う
ほ
う

떛
す
る
こ
と
毋
か
れ
。
끭
떛
し
て
唯
れ
宥
從
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
廼
ち
鰥
寡

を
金や

ま
し
め
、
用
て
余わ

我れ

一
人
の
怨
み
を
作
し
、
不
肖
に
し
て
死
せ
ん
」
と
。

王
曰
く
、「
뎾
よ
、
汝
に
秬

き
ょ
ち
ょ
う鬯

一

・
玄げ

ん
こ
ん

衣い

・
赤せ

き
せ
き

・
駒
車
・
賁ひ

か
く較

・

朱し
ゅ
か
く
こ
う
き
ん

鞃
靳
・
虎ご

べ
き
く
ん

幂

裏り

・
畫か

く

祚
・
畫か

く

睚
・
金き

ん
よ
う甬

・
馬
四
匹
・
鋚ゆ

う
ろ
く勒

を
賜
ふ
。
夙
夕

を
敬
み
、
朕
が
命
を

す

つ
る
こ
と
勿
か
れ
」
と
。

뎾
、
拜
し
稽
首
し
て
册
を
受
け
佩
び
て
以
て
出
で
、
反か

へ

り
て
瑾
圭
を
入
る
。
뎾
、

敢
へ
て
天
子
の
丕
顯
な
る
魯
休
に
對
し
揚
し
、
用
て
朕
が
皇
考
共
叔
の
쀊
彝
を
作

る
。
皇
考
、
其
れ
嚴
と
し
て
上
に
在
り
、
翼
と
し
て
下
に
在
り
、
穆
々
と
し
て
明

德
を
秉
り
、
惇ほ

う
ほ
う々

뽃は
く

々は
く

と
し
て
余
に
康
랝
・
純
祐
・
通
祿
・
永
命
・
眉
壽
・
綽

し
ゃ
く
わ
ん綰

を
降
さ
ん
。畯な

が

く
天
子
に
臣
た
ら
ん
。
뎾
、萬
年
無
疆
な
ら
ん
こ
と
を
。子
々
孫
々
、

永
く
寶
用
し
享
せ
よ
。

【
現
代
語
譯
】

こ
れ
四
十
三
年
六
月
旣
生
霸
丁
亥
の
日
の
こ
と
、
王
は
周
に
あ
る
康
宮
の
穆
宮

に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
夜
明
け
に
王
は
周
廟
に
や
っ
て
來
ら
れ
て
﹇
ご
自
身
の
﹈

席
に
お
卽
き
に
な
っ
た
。
司
馬
壽
が
皓
뎾
を
導
い
て
門
に
入
り
、
中
廷
に
立
っ
て

北
に
向
き
﹇
、
南
面
す
る
王
と
對
し
た
﹈。
史

が
王
に
命
書
（
辭
令
を
記
し
た

册
書
）
を
授
け
た
。
王
は
尹
氏
を
呼
ん
で
뎾
に
命
書
を
讀
ま
せ
、
辭
令
の
事
を
傳

え
さ
せ
た
。

王
が
こ
の
よ
う
に
仰
っ
た
。「
뎾
よ
、大
い
に
輝
か
し
き
文
王
と
武
王
が﹇
天
の
﹈

大
命
を
受
け
て
四
方
を
廣
く
保
有
し
て
以
來
、
汝
の
聖
な
る
亡
き
父
祖
は
先
王
を

輔
弼
し
、﹇
天
の
﹈
大
命
に
か
な
う
よ
う
勤
め
勵
み
、
周
邦
を
安
定
さ
せ
て
き
た
。

そ
れ
ゆ
え
余
は
、
聖
人
の
子
孫
を
忘
れ
た
り
し
な
い
。
昔
、
余
は
旣
に
汝
に
こ
う

命
じ
た
。
〝
榮
兌
を
補
佐
し
四
方
の
山
林
沼
澤
の
産
物
を
管
掌
せ
よ
、﹇
そ
の
産

物
は
﹈王
宮
の
用
に
供
せ
よ
〞
と
。
今
、余
は
汝
の
亡
き
父
祖
が
周
邦
に
勳
功
あ
っ

た
こ
と
を
追
想
し
、
汝
に
對
す
る
命
を
重
ね
、
汝
に
命
じ
て
歷
人
（
歷
地
の
人
）

を
司
ら
せ
る
こ
と
と
す
る
。

事
を
怠
っ
て
安
穩
と
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。
朝
早
く
か
ら
夜
遲
く
に
至
る
ま

で
肅
々
と
﹇
職
事
に
﹈
勤
め
勵
み
、﹇
わ
れ
一
人
に
﹈
附
き
從
い
、
我
が
邦
の
さ

ま
ざ
ま
な
計
略
を
定
め
よ
。

政
事
を
敷
く
際
は
、
計
畫
し
な
か
っ
た
り
﹇
先
例
に
﹈
則
ら
な
か
っ
た
り
し
て
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五
四

は
な
ら
な
い
。

多
く
の
輔
弼
の
近
臣
﹇
の
不
正
を
﹈
取
り
調
べ
る
際
は
、
公
平
で
な
か
っ
た
り

﹇
先
例
に
﹈
則
ら
な
か
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

﹇
庶
人
か
ら
物
品
を
﹈
供
出
さ
せ
て
私
腹
を
肥
や
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
し
て
放
縱
な
ふ
る
ま
い
を
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
寡
夫
や
寡
婦
を
苦

し
め
、
わ
れ
一
人
の
怨
み
を
爲
す
こ
と
に
な
り
、﹇
汝
は
﹈
幸
あ
ら
ず
し
て
死
ぬ

こ
と
に
な
ろ
う
」
と
。

王
が
仰
っ
た
、「
뎾
よ
、
汝
に
秬
鬯
（
黍
と
舂
い
て
煮
た
鬱
金
草
と
を
合
わ
せ

て
釀
造
し
た
香
酒
）
一

（

は
盛
酒
器
）・
玄

衣
（
黑
赤
色
で
卷
龍
を
描
い

た
衣
服
）・
赤

（
赤
い
靴
）・
駒
車
（
仔
馬
の
牽
く
車
）・
賁
較
（
種
々
の
色
彩

で
描
い
た
布
を
覆
っ
た
車
の
乘
車
席
左
右
に
あ
る
取
っ
手
）・
朱

鞃
靳
（
朱
を

塗
っ
た
獸
皮
で
作
っ
た
車
前
の
横
木
の
取
っ
手
と
朱
を
塗
っ
た
獸
皮
で
作
っ
た
む

な
が
い
〈
馬
の
胸
に
當
て
る
綱
〉）・
虎
幂

裏
（
虎
の
皮
で
作
っ
た
、
裏
地
が
薄

赤
色
で
飾
ら
れ
た
覆
い
布
）・
畫
祚
（
彩
色
が
施
さ
れ
た
と
こ
し
ば
り
〈
乘
車
席

と
車
軸
と
を
結
び
つ
け
る
繩
〉）・
畫
睚
（
彩
色
が
施
さ
れ
た
車
軸
の
と
こ
し
ば
り

の
下
に
あ
る
繩
）・
金
甬
（
銅
製
の
車
の
軸
先
）・
馬
四
匹
・
鋚
勒
（
銅
飾
を
施
し

た
く
つ
わ
〈
馬
首
に
く
わ
え
さ
せ
る
金
具
〉）
を
賜
う
。
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
に

至
る
ま
で
肅
々
と
﹇
職
事
に
﹈
勤
め
勵
み
、
わ
が
命
を
放
棄
す
る
こ
と
の
な
き
よ

う
」
と
。

﹇
わ
た
く
し
﹈
뎾
は
﹇
王
に
﹈
拜
禮
（
お
じ
ぎ
）
し
﹇
さ
ら
に
﹈
額
を
地
に
つ

け
て
敬
禮
し
、
册
書
（
辭
令
書
）
を
受
け
取
り

え
て
退
出
し
、﹇
ま
た
﹈
戻
っ

て
瑾
圭
（
美
玉
で
製
作
し
た
上
圓
下
方
形
の
笏し

ゃ
く）

を
納
め
た
。﹇
わ
た
く
し
﹈
뎾

は
敢
え
て
天
子
の
大
い
に
輝
か
し
く
嘉
き
賜
物
に
應
え
て
﹇
そ
の
恩
寵
を
﹈
稱
揚

し
、わ
が
皇か

が

や
し
き
亡
父
た
る
共
叔
﹇
に
お
供
え
物
を
﹈
羞す

す

め
る
た
め
の
彝
器
（
常

器
）
を
作
っ
た
。﹇
皇か

が

や
し
き
亡
父
は
﹈
威お

ご
そ嚴

か
に
天
上
界
に
在
し
、
恭つ

つ

敬し

み
て

人
閒
界
に
在
し
、
肅
々
と
明
德
を
保
持
し
、﹇
そ
の
神
氣
は
﹈
廣
く
滿
ち
わ
た
り
、

わ
た
く
し
に
安
樂
・
大
い
な
る
ご
加
護
・
限
り
な
き
幸
・
永
き
命
・
長
壽
・
永
年

を
降
さ
れ
よ
う
。﹇
わ
た
く
し
뎾
は
﹈
永
く
天
子
に
臣
下
と
し
て
お
仕
え
し
よ
う
。

﹇
わ
た
く
し
﹈
뎾
は
萬
年
盡
き
果
て
な
い
よ
う
に
。
子
孫
よ
、﹇
こ
の
鼎
を
﹈
永
久

に
寶
器
と
し
て
用
い
祭
れ
。

（
立
命
館
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白
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研
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）


